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災害から身を守るために

1

さいがい み まも

　日本では、いろいろな災害が起こ
り、それにより、たくさんの尊い命
が失われてきました。
　災害が起こっても命を守り、乗り
こえていけるように、学習していき
ましょう。

けんててい いわ やま だ まちきょう

しべてい こうきょう てい かい あんほきょう ちょうじょう

目の不自由な方へ情報提供できるように視
覚障害者用音声コードと位置認識のための
切込みを入れています。専用読み取り機等
によりコードの読み取りをすると、音声に
変換され、文書内容が読み上げられます。

め ふ じ ゆう

き とう

かた じょう

よ と おん せい

へん かん ぶん しょ ない よう よ あ

ほう てい きょう し

かく しゃ よう おん せい い ち にん しき

きり こ せん よう よ とい

がいしょう

ぽん お

お

とうと いのち

うしな

いのち まも の

さいがい

がくしゅう

にっ

さいがい

提供：岩手県山田町提供：岩手県山田町

提供：神戸市提供：神戸市 提供：海上保安庁提供：海上保安庁
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② トピックページ① メインページ

④ 3・11を忘れない③ 資料ページ

　「つかむ」、「調べる」、「まとめる」、「防災ア
クション」の項目に沿って、学習を進める
ページです。学校などで学んだことを基に、
自分の　の防災アクション（行動）を考え、取
り組んでいきましょう。

がっ こう まな

いえ

もと

じ ぶん ぼう さい こう どう かんが と

く

　「危険を予測して、危険を回避する力」を
高めるためのページです。災害時における
危険を予測して、その危険からはどのよう
にして身を守ることができるのか、普段の
生活を思い浮かべなから学習を進めてくだ
さい。

　地震に対する知識などを学ぶことができ
るページです。メインページの課題を追究
する際に、活用することができます。専門的
な知識・技能を学び、災害に対する備えを万
全にしていきましょう。

　東日本大震災の記憶を風化させず、未来に
つなげていくための資料ページです。平成
24年に発刊された冊子を基に作成していま
す。それぞれのページには関連する教科等
が書かれています。様々な場面で活用して
ください。

「防災ノート～災害と安全～」の使い方
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　の中で大地震が起こった時のために、命の危険がある場所を探して、お　の人に教えます。

学校や　にいるときに 大地震が 起こったらどうしますか？
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　自分の　で、大地震から命を守る備えとして、
何が必要ですか。

　　の中で、地震に対する備えが十分でない時
に大地震が起こると、どうなると思いますか。

 　具などへの備え
か  ぐ そな

子供部屋の備え（例）

　具固定
金具

落下防止
金具

学校の中では？

　の中では？

例
倒れやすいものから
はなれて、頭を守る
（物にはさまったら危
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出入り口付近の
スペースを確保

出入り口をふさが
ないよう固定

落ちても安全な素材を選ぶ

背の低い　具を
選ぶ
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 地震が起こると、どのような被害が出るのでしょうか
じ しん お ひ がい で

資料 1　安全の道しるべ
しりょう あんぜん みち

土砂くずれが起こる（新島・神津島近海の地震）
にい   じま　　　  こう    づ     しま　きん  かい           　じ    しん

　がくずれる（阪神・淡路大震災）
はん  しん　　　   あわ   じ　  だい  しん　さい

ビルがくずれる （阪神・淡路大震災）
はん  しん　　　   あわ   じ　  だい   しん　さい

火災が起こる
さい おか

（阪神・淡路大震災）
はん  しん　　　   あわ   じ　  だい  しん　さい

液状化現象が起こる（東日本大震災）
　　　　　　　　　　　しん　さい

道路がわれる（阪神・淡路大震災）
はん しん あわ じ だい しん さい

高速道路が倒れる（阪神・淡路大震災）
はん  しん　　　   あわ   じ　　だい  しん　さい

船が津波で流される
つ なみふね なが

（東日本大震災）
　　　　　　　　　　　しん　さい

山　地

川のそば

0m地帯

湖のそば

住宅街 ビル街

商店街

丘陵地

海　岸
埋め立て地

島しょ
とう

木造住宅密集地
みっ   しゅう　 ちもく　ぞう  じゅう  たく

　これまで日本で起こった大地震では、様々な被害が出て、たくさんの人が亡くなりました。
大地震が来たときに、自分の身を守ることができるように、しっかり学びましょう。

①　あなたの住んでいる地域は、上の地図のど
の辺りですか。
②　大地震が起こったとき、①の地域では、ど
のような被害が出るでしょうか。
③　②から自分の命を守るために、特に気を付
けなければならないことは何でしょうか。

ひがし　 に　 ほん   だいたおこう   そく　どう　ろどう　ろ

ど   しゃ お いえ ひがし　 に　 ほん   だいおえき  じょう   か        げん  しょう
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東日本大震災が発生すると
東京消防庁では各隊が被災
地に向かいました。

鉄道をはじめあらゆる交通機関が止まり、都内では
大渋滞が発生しました。（皇居周辺）

江東区青海では地震による火災が発生しました。
［平成23（2011）年3月11日］

地震、津波・・・ 
じ しん つ なみ

そして、復興に向けて

東京

復
ふ っ

旧
きゅ う

へ

避難所で開かれた警視庁音楽隊のコンサートに
は、ピーポくんも飛び入り参加しました。

岩手県宮古市庁舎に掲げられた応援メッセージ

東京都からは、東京消防庁、警視庁がいち
早く駆けつけ、救助、救援活動を行いました。 
被災地では、各自治体、自衛隊、消防、警
察などによる懸命な救援活動が続き、復興
に向けた取り組みが行われました。
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警視庁警備犬による捜索活動

津波により、押し流され、堤防の上に
乗り上げた大型船

大津波に飲み込まれる瞬間
［平成23（2011）年3月11日］（提供：宮城県仙台市）

防潮堤を乗り越えていく
の こ つ なみ むらいわていきょう て けん

巨大な津波（提供：岩手県野田村）
［平成23（2011）年3月11日］

津波で孤立した幼稚園の園児を
救助する海上保安庁の潜水士

（宮城県石巻市）
［平成23（2011） 3月11日］

マグニチュード
9.0
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震
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災
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平成23年3月11日午後2時46分
へい せい ねん がつ にち ご ご じ ぷん

津
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波
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 ほ あんちょうかいじょう

えん じ

し

きゅうじょ

ねん がつ にち ていきょう

へいせい ねん がつ にち

かつどう

も つづ たてもの

か さ い

つ なみ お なが うえていぼう

あの おおがたせん

（提供：宮城県気仙沼市）
しみや ぎ  けんていきょう

（提供：宮城県気仙沼市）
しみや ぎ  けんていきょう
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危険なところに びっくりマーク　を付けよう
き　けん つ
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強いゆれの中では歩くこともできません。
すぐに判断しその場で安全な行動をとることが大事です。

大きな危険…命にかかわる大きなけがにつながる危険

小さな危険…小さなけがですむ危険

落ちてきそうなもの　倒れやすいもの　移動しそうなもの
の視点で考えてみよう。

大きな危険には大きなびっくりマーク　を、小さな危険には
小さなびっくりマーク　を、付けましょう。

！

！

理科室で実験中
り か しつ じっけんちゅう

給食の配ぜん中
きゅうしょく はい ちゅう

！
！

！！

大きな落下物が予想され
大きなけがにつながるところでは、
ダンゴムシのポーズはとらない！
はってでも、その場をはなれましょう。

たとえ、落下物があっても、
机の下にもぐった方が安全な時は、
机の下に入りましょう。

おお おおき けん きちい

ちい つ

けん つよ なか

はんだん ば こうどう だい じあんぜん

ある

おお おおき けん き けんいのち

き けん き けんちい ちい

お
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たお い どう

おお らっ か ぶつ らっ か ぶつよ そう

ば

つくえ

つくえ

した

した はい

ほう あんぜん とき 一人一人が
考えて、安
全な行動を
とりましょ
う。

ひとり ひとり
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ぜん こうどう
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ちから

たか さい がい　じ
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ぼう し

ぼう しひ さん らっ か ぼう し

かな ぐ かな ぐかな ぐ

なに ひつよう

お

せ ひく か　 ぐ

あん  ぜん そ   ざい えら

えら

で い ぐち

で い ぐち

こ　てい

ふ きん

かく ほ

いのちいえ まも そなおお じ しんじ ぶん

こ ども べ　や そな れい

や

ひ いえ なに

いえ なか おお じ しん お とき き けん ば しょ さが うち おしひといのち

れ  い

出入り口付近の
スペースを確保

出入り口をふさが
ないよう固定

落ちても安全な素材を選ぶ

背の低い　具を
選ぶ

　災害に対する基本的な知識や行
動について、イラストや説明を読
んで、理解しよう。

　災害に対して、自分の命を守る
行動や身近な人を助けるために、
あなたができることを話し合い、
自分の考えをまとめてみよう。

　災害に対して、あなたがとるべき
防災アクション（行動）を書いて、
の人に確認してもらおう。

　災害に対する危険や備えなどに
ついて、 の人や友達といっしょ
に調べてみよう。調べる時は、資
料ページなども活用しよう。

まとめる アクションわが の 防災

では

では では

では

ぼう さい

さい がい

こう どう こう どう か いえみ ぢか ひと

ひと

たす

はな

かんが

あ

たい たいまもじ　ぶん

じ　ぶん

いのち さい がい

ぼう さい

かく にん

しら

や



いっそう

じょせい し  てん

しょうさい

つく ぼうさい

さんしょう

こま さいがい そな

4

防災ブック「東京防災」ってなに？
ぼうとう きょう さいぼう さい

　東京には、さまざまな災害が起こる
可能性があります。
　防災ブック「東京防災」は、もしもの
ときに、身を守る力を付けるために、今
すぐできる具体的な防災アクション
（行動）が多く掲載された本です。

さい がい おとうきょう

か のう

ぐ たい てき

さい ほんけいおお

ぼう さい とうきょうぼう さい

み まも ちから つ いま

こう どう

せい

ぼう さい

　あなたが、災害に備えて、日頃からと
るべき行動や、災害が起こったとき、そ
の場でとるべき行動のことです。

そな

お

ば

ひ　ごろさい がい

さい がいこう どう

こう どう

防災アクションとは
ぼうさい

東京くらし防災
とうきょう ぼうさい

　より一層きめ細やかな災害への備えのため
女性の視点から作られた防災ブックです。
（詳細は90ページを参照）
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時
震
地じ

し
ん
じ

後
直
震
地じ

し
ん

ご

ち
ょ
く

後
震
地じ

し
ん

ご

地震が起こったら、どうする？

火災や津波
確かな避難

か さい つ なみ

ひ なんたし
正しい情報
確かな行動

確かめ合おう
わが　の安全 隣の安否

や あんぜん あん ぴとなり
協力し合って
救出・救護

避難の前に
安全確認 電気・ガス

地震だ！  まず身の安全
　　　　 しん　 み あん  ぜん　　　　 じ　

・揺れを感じたり、緊急地震速
　報を受けた時は、身の安全を
　最優先に行動する。
・丈夫なテーブルの下や、物が
 「落ちてこない」「倒れてこな
　い」「移動してこない」空間
　に身を寄せ、揺れがおさまる
　まで様子を見る。

グラッときたら（緊急地震速報が出たら）ものが

場所で身を守る
ば しょ み まも

い どうたおお

落ちて こない 倒れて こない 移動して こない

学校では 　や町の中などでは

ダンゴムシのポーズ サルのポーズ

机があったらサルのポーズを
とろう。机がないときはダンゴ
ムシのポーズをとろう。

ゆ

ほう

さいゆう せん こう どう

した もの

お たお

い　どう くう かん

み よ ゆ

みよう  す

じょう   ぶ

う とき み あん  ぜん

かん きんきゅう 　じ しん  そく

つくえ

つくえ

あわてた行動
けがのもと

落ちついて
火の元確認 初期消火

・火を使っている時は、揺れがお
さまってから、あわてずに火の
始末をする。
・出火した時は、落ちついて消火
する。

・屋内で転倒・落下した　具類や
ガラスの破片などに注意する。
・瓦、窓ガラス、看板などが落ち
てくるので外に飛び出さない。

門や塀には
近寄らない

窓や戸を開け
出口を確保

揺れがおさまった時に、避難がで
きるよう出口を確保する。

屋外で揺れを感じたら、ブロック
塀などには近寄らない。

お

ひ もとかくにん しょ き

こうどう

しょうか

ひ

ひ

し まつ

とき お しょう かしゅっか

つか とき ゆ おくない

と

かわら まど かんばん お

そと

てんとう

は へん ちゅう い

らっ か か   ぐ るい

ひ なんゆ とき

で ぐち かく ほ

かんゆおくがい

べい ちか よ

かく  ほで ぐち

まど と あ もん

ちか よ

へい

集団での避難が必要なときは
お さない か けない

し ゃべらない も どらない

アライグマのポーズ

　火事が
発生したら

か   じ

はっせい

じ　　しん お

がっこう いえ まち なか

きんきゅう じ しんそくほう で

しゅうだん ひなん ひつよう

ただ

たし こうどう

たし あ あ ひ なん

あんぜんかくにん でん  き

まえ

きゅうしゅつ きゅう  ご

きょうりょくじょうほう
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学校や　にいるときに 大地震が 起こったらどうしますか？
がっこう いえ おお じ しん お

1

大震災シミュレーション
だいしんさい1

東京防災
16～25,29ページを
見てみよう

ぼうさいとうきょう

32

おくことが

資料編

わす

しりょうへん

まず自分の命を守り、

じ  ぶん いのち まも
つぎ み ぢか ひと

ひと

たす次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

32

資料編
56,57,64,65,70,71
ページを見てみよう

しりょうへん

み みつかむ

学校の中では？

　の中では？

例
倒れやすいものから
はなれて、頭を守る
（物にはさまったら危
 険だから）。

たお　　　

　　　　　　　　　　

  けん

き 

あたま まも

がっこう なか

なかいえ

れ  い
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調べる

まとめる

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

保護者
確認日

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

保護者
サイン

ぼう さい

ぼうほ ご しゃ

ほ ご しゃ

かくにん び

ほ ご しゃ

さい

日頃から、大地震に備えて、 では何をしますか？

アクションわが の 防災
ぼう さい

おお じ しんごろ そな

にちがつ

にちがつ

　の中で大地震が起こった時のために、命の危険がある場所を探して、お　の人に教えます。

　自分の　で、大地震から命を守る備えとして、
何が必要ですか。

　　の中で、地震に対する備えが十分でない時
に大地震が起こると、どうなると思いますか。

 　具などへの備え
か  ぐ そな

子供部屋の備え（例）

　具固定
金具

落下防止
金具

飛び出し
防止金具

飛散防止
フィルム

しら なか たい そな じゅうぶん

おも

とき

おしんじおお

じ しんいえ

と だか  ぐ こ てい

ぼう し

ぼう しひ さん らっ か ぼう し

かな ぐ かな ぐかな ぐ

なに ひつよう

お

せ ひく か　 ぐ

あん  ぜん そ   ざい えら

えら

で い ぐち

で い ぐち

こ　てい

ふ きん

かく ほ

いのちいえ まも そなおお じ しんじ ぶん

こ ども べ　や そな れい

や

ひ いえ なに

いえ なか おお じ しん お とき き けん ば しょ さが うち おしひといのち

出入り口付近の
スペースを確保

出入り口をふさが
ないよう固定

落ちても安全な素材を選ぶ

背の低い　具を
選ぶ



トピック1
危険なところに びっくりマーク　を付けよう
き　けん つ

！

8

大きな危険…命にかかわる大きなけがにつながる危険

小さな危険…小さなけがですむ危険

落ちてきそうなもの　倒れやすいもの　移動しそうなもの
の視点で考えてみよう。

大きな危険には大きなびっくりマーク　を、小さな危険には
小さなびっくりマーク　を、付けましょう。

！

！

理科室で実験中
り か しつ じっけんちゅう

！
！

！

おお おおき けん きちい

ちい つ

けん

おお おおき けん き けんいのち

き けん き けんちい ちい

お

し てん かんが

たお い どう
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強いゆれの中では歩くこともできません。
すぐに判断しその場で安全な行動をとることが大事です。

給食の配ぜん中
きゅうしょく はい ちゅう

！

大きな落下物が予想され
大きなけがにつながるところでは、
ダンゴムシのポーズはとらない！
はってでも、その場をはなれましょう。

たとえ、落下物があっても、
机の下にもぐった方が安全な時は、
机の下に入りましょう。

つよ なか

はんだん ば こうどう だい じあんぜん

ある

おお らっ か ぶつ らっ か ぶつよ そう

ば

つくえ

つくえ

した

した はい

ほう あんぜん とき 一人一人が
考えて、安
全な行動を
とりましょ
う。

ひとり ひとり

かんが あん

ぜん こうどう

おお
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外にいるときに 大地震が 起こったらどうしますか？2

1

つかむ

大震災シミュレーション
だいしんさい

緊急地震速報が出たら
きゅうきん じ しんそくほう で

きんきゅう じ  しん じ しん はっせい ちょくご かく ち つよ ゆ

たつ  じ  こくとう しん ど よ そう か のう すかぎ ばや じょうほうし

そくほう

きんきゅう じ しん

つう し

そくほう ちょう はっ ぴょうき しょう

　緊急地震速報は、地震の発生直後に、各地での強い揺れの
到達時刻や震度を予想し、可能な限り素早く知らせる情報のこ
とです。
　緊急地震速報を気象庁が発表すると、テレビやラジオ、イン
ターネットなどを通じて知らされます。

下の２枚の写真から、どのような危険が見付かりますか。
大地震が起きたとき、あなたの通学路は、本当に安全ですか。

東京防災
26～39ページを
見てみよう

ぼうさいとうきょうしりょうへん

み み

32

おくことが

資料編

わす

しりょうへん

まず自分の命を守り、

じ  ぶん いのち まも
つぎ み ぢか ひと

ひと

たす次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

32

資料編
56,57,64,65,70,71
ページを見てみよう

そと おお じ しん お

した まい しゃしん

つうがく ろおお じ おしん ほんとう あんぜん

き けん み  つ
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しらべる調べる①
しら

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

保護者
確認日

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

保護者
サイン

ぼう さい

ぼうほ ご しゃ

ほ ご しゃ

かくにん び

ほ ご しゃ

さい

アクションわが の 防災
ぼう さい

にちがつ

にちがつ

　通学路にある大きな危険と、避難できる安全
な場所を調べましょう。

　の外で大地震が起こったときに備えて、日頃から何をしますか？
おお じ しん ひ ごろそなおいえ そと なに

登下校中に大地震が起こった時に備えて、　族とどのような約束をしますか。
とう  げ こうちゅう おお じ しん   お とき そな か ぞく やくそく

◎大きな危険…
おお き けん

ひ なん あんぜん ば しょ

◎避難できる安全な場所…

しらべる調べる② 　下校中に大地震が起こりました。その時間帯、
　族はどこで何をしていますか。

ば しょ しら

つうがく ろ おお き けん ひ なん あんぜん

 げ こうちゅう

か ぞく なに

おおお  じ しん じ かんたいしら

や

提供：宮城県多賀城市
ていきょう みや ぎ けん た が しじょう

※電車やバスが止まった時、　族が　に戻ってくるまで、
　どのくらいの時間がかかるかなど、確認してみましょう。

でんしゃ と とき ぞく いえ もどか

かくにんかんじ
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津波から避難するために どうしますか？
つ なみ ひ なん

3

1

東京防災
40～51ページを
見てみよう

ぼうさい

つかむ

安全に避難するときのポイント

　津波からの避難先
となる安全な場所や
高台を示しています。

　津波からの避難に際
し、近くに高台がない
場合、津波からの避難
が可能な鉄筋コンク
リート造等のビルを指
します。

ピクトグラム　例

津波避難場所 津波避難ビル

「JIS Z8210」より引用
いんよう

「JIS Z8210」より引用

大震災シミュレーション
だいしんさい

ひ なんあんぜん

つなみ ひなん ばしょ つなみ ひなん

海辺の津波避難場所を知る

おおじしん つなみひなん

ひ

なん

いどう たてもの
　大地震の後には、すぐに近くの高台や津波避難ビルに
移動します。それらがない場合には、より高い建物に避
難します。

うみべ つ なみひなん
川にも津波が押し寄せることを知る

つなみ

つなみ お よ

つ なみ お よ

　津波の心配があるのは、海のそばだけではありません。
津波は川下から川上に向かって押し寄せてきます。

れい

つなみ

つなみ

つなみばあい
ひなん

あんぜん

しめ

さき

たかだい

ばしょ

ひなん

ひなん

さい

ちか たかだい

か のう

ぞうとう さ

てっきん

揺れが長く続いた場合、特に津波に注意しよう。
ゆ なか つづ ばあい とく つ なみ ちゅうい

資料編
50～53，66～69
ページを見てみよう

しりょうへん

み

32

おくことが

資料編

わす

しりょうへん

まず自分の命を守り、

じ  ぶん いのち まも
つぎ み ぢか ひと

ひと

たす次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

32

とうきょう

み

ば しょ し しかわ

あと ちか たかだい

ば あい たか

しんばい うみ

かわしも かわかみ む

いんよう
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しらべる調べる

まとめる

　今までに行ったことがある所などで、津波の
危険がある所はどこですか。

　津波から安全に避難するために、どのような
行動をとりますか？

ひ なんあんぜんつ  なみ

こうどう

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

保護者
確認日

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

保護者
サイン

ぼう さい

ぼうほ ご しゃ

ほ ご しゃ

かくにん び

ほ ご しゃ

さい

避難することになったときを考え、日頃から何をしますか？

アクションわが の 防災
ぼう さい

ひ なん

津波の危険がある所に行く時は、津波避難場所等を確認します。
つ なみ つ なみ  ひ なん  ば しょとうき けん ところ い とき かんにん

しら いま い ところ

ところ

つ  なみ

き  けん

提供：岩手県久慈市
ていきょう いわ て けんく じ し

ひ ごろ なにかんが

や

にちがつ

にちがつ
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 地震が起こると、どのような被害が出るのでしょうか
じ しん お ひ がい で

資料 1　安全の道しるべ
しりょう あんぜん みち

土砂くずれが起こる（新島・神津島近海の地震）
にい   じま　　　  こう    づ     しま　きん  かい           　じ    しん

　がくずれる（阪神・淡路大震災）
はん  しん　　　   あわ   じ　  だい  しん　さい

ビルがくずれる

道路がわれる（阪神・淡路大震災）
はん しん あわ じ だい しん さい

高速道路が倒れる（阪神・淡路大震災）
はん  しん　　　   あわ   じ　　だい  しん　さい

船が津波で流される
つ なみふね なが

山　地

川のそば

湖のそば

丘陵地

たおこう   そく　どう　ろどう　ろ

ど   しゃ お いえ

かわ

きゅう  りょう     ち

さん ち

みずうみ
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（阪神・淡路大震災）
はん  しん　　　   あわ   じ　  だい   しん　さい

火災が起こる
さい おか

（阪神・淡路大震災）
はん  しん　　　   あわ   じ　  だい  しん　さい

液状化現象が起こる（東日本大震災）
　　　　　　　　　　　しん　さい

る（東日本大震災）
　　　　　　　　　　　しん　さい

0m地帯

住宅街 ビル街

商店街

海　岸
埋め立て地

島しょ
とう

木造住宅密集地
みっ   しゅう　 ちもく　ぞう  じゅう  たく

　これまで日本で起こった大地震では、様々な被害が出て、たくさんの人が亡くなりました。
大地震が来たときに、自分の身を守ることができるように、しっかり学びましょう。

①　あなたの住んでいる地域は、上の地図のど
の辺りですか。
②　大地震が起こったとき、①の地域では、ど
のような被害が出るでしょうか。
③　②から自分の命を守るために、特に気を付
けなければならないことは何でしょうか。

ひがし　 に　 ほん   だい

ひがし　 に　 ほん   だいおえき  じょう   か        げん  しょう

に ほん お おお じ  しん さまざま ひ がい で ひと な

まもみじ ぶんじ しんおお き まな

がい

ち たい

かい がん

う た ち

しょう    てん    がい

じゅう　 たく    がい

す ち  いき

ち  いき

うえ ち ず

あた

おお

ひ

じ ぶん まも とく き つ

なん

いのち

がい で

じ しん お
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地域の危険な場所などを 知っていますか？1

東京防災
114～129ページを
見てみよう

ぼうさいとうきょう

居住地域の様子を知る 避難先を確認する

　 の周りの地形、危険な場所、過去の災害
とその対策などを知ることは、災害対策に
必要なことです。

　避難指示が出たり、火災の危険がせまったりしたときは、近くの
小学校や中学校、公園などの一時集合場所に避難します。そこが
危なくなったら、大きな公園や広場などの避難場所に移動します。

つかむ

ハザードマップを確認する 族で話し合う

　ハザードマップは、災害被害を少なくすること
や防災対策のため、被害想定区域や避難場所、避
難経路などの情報を表示した地図のことです。

　外出中に帰宅できなくなったり、登下校中、はなればなれに
なったりしたときの安否確認の方法や集合場所を話し合っておき
ましょう。

備えよう  今やろう2
ち いき き　けん ば  しょ し

きょじゅう ひなんさき かくにんち いき よう す し

かくにん かぞく はな あ

き ば しょけんまわ ち けいいえ か こ さいがい

たいさく し

ひつよう

ひ なん ば しょ ひ あん ぴ

き たく とう げ  こうちゅうがいしゅつちゅう

ほうほう はな あしゅうごう  ば しょかくにん

けい ろ じょうほう ひょうじ ち　ず

さいがいひ がい すく

ぼうさいたいさく ひ がいそうてい く いき

ひ なん

しょうがっこう ちゅうがっこう ひ なんいっときしゅうごう ば しょ

ひなん い どうあぶ

し じ か さいで

こうえん

こうえん ひろ ば ば しょ

き  けん ちか

がいたいさくさい

避難する所
ひ なん ところ

避難生活を送る所
ひ なんせいかつ おく　 ところ

「JIS Z8210」より引用

避難所
ひなんじょ

「JIS Z8210」より引用

避難場所
ひなん ばしょ

　避難場所へ避難する前に
一時的に集合して様子を見
る場所です（学校の校庭、近
所の公園など）。

いっときしゅうごう ばしょ

一時集合場所
ひなん ばしょ

ばしょ がっこう こうてい きん

じょ こうえん

まえひなん

いちじてき ようす みしゅうごう

なん

資料編
62～63ページを
見てみよう

しりょうへん

み み

32

おくことが

資料編

わす

しりょうへん

まず自分の命を守り、

じ  ぶん いのち まも
つぎ み ぢか ひと

ひと

たす次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

32

そな いま

いんよういんよう

　災害が発生し、又は発生するおそれがあ
る場合にその危険から逃れるための場所。

　自宅に住むことができなくなった被災者
を一時的に受け入れ保護するための場所。

さいがい

ば  あい ば  しょき  けん

はっせい はっせいまた

のが

じ  たく

じ  てき う い ほ　ご ば  しょ

ひ  さいしゃす

いち

資料編
74ページを
見てみよう

しりょうへん

み

32

おくことが

資料編

わす

しりょうへん

まず自分の命を守り、

じ  ぶん いのち まも
つぎ み ぢか ひと

ひと

たす次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

32
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しらべる調べる まとめる

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

保護者
確認日

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

保護者
サイン

ぼう さい

ぼうほ ご しゃ

ほ ご しゃ

かくにん び

ほ ご しゃ

さい

地域のことを知り、災害に備えて何をしますか？

アクションわが の 防災
ぼう さい

ち いき さいがい そな

　自宅付近や身近な地域で、危険な場所
を調べ、地域防災マップを作りましょう。

地域防災マップを基に、　族と災害が起こった時の危険な場所や避難する場所などについて確認します。
ち いきぼうさい                        もと          か ぞく       さいがい       お                   とき       き  けん        ば しょ        ひ なん              ば しょ　　　　　　　　　　　　かんにん

しら じ たく ふ  きん み ぢか ち いき

ち いきぼうさい つく

き けん ば しょ

しら

や

し なに

にちがつ

にちがつ



トピック1

18

自分たちのいる教室など、毎日過
ごす学校の中には、どのような危
険があるかな。

！

小さなけがで
すむ危険

命に関わる
大きなけがに
つながる危険

！

（イラスト）5ページ？　地震前

危険なところに びっくりマーク　を付けよう
き　けん つ

！

トピック2

大きな危険には大きなびっくりマーク　を、小さな危険には
小さなびっくりマーク　を、付けましょう。

！

！

おお おおき けん きちい

ちい つ

けん

ちい

き けん

き けん

いのち かか

おお じ  ぶん

がっこう なか

けん

き

まいにち すきょうしつ
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自分たちが登下校に通る道や　の
中は、どんな大きな危険や小さな
危険があるかな。

（写真）登下校中

大きな地震の後には、たて続けに何度も余震が起こります。
すばやく、安全な場所に移動して、身を守りましょう。

6 ページの
イラストと
見比べて、
危険な場所を
確認しよう。

み くら

き けん

かくにん

ば しょ

おお じ しん

あんぜん ば しょ い どう み まも

あと つづ なん ど よ しん お

じ ぶん とう げ こう とお みち いえ

なか おお き けん

き けん

ちい

よ しん

おお じ しん

じ しん

じ しん

はっせい

はっせい

はっせい

さいしょ おお ちい

ご ひ つづ
★余震
　大きな地震の発生後に引き続いて発生
する、最初に発生した大きな地震より小
さな地震のこと。
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避難所の生活では 何ができますか？2

東京防災
56～67ページを
見てみよう

ぼうさいとうきょう

ひなんじょ

とうきょうと ひなんじょ

じ たく

こうみんかんがっこう こうきょうし せつ

す いち じてき う いひと ほ ご ばしょ

避難所は、自宅に住むことができなくなった人を、一時的に受け入れ保護するための場所です。
東京都では、学校や公民館など公共施設が避難所になります。

つかむ

避難所とは

東田せつこさん（神戸市在住／被災当時 58歳）
　自宅は倒壊せずに、そこで過ごすことができましたので、避難所での生活支援を行いました。
避難所には、幼稚園から小学校の子供が20 ～ 30 人程度いて、しばらく親の元でじっとしてい
ましたが、そのうち走りまわるようになり、大人からうるさいとしかられるような状態でした。
　被災三日目、先生が子供の安否確認に来て、学校で子供たちを遊ばせるようになりました。
１～２時間学校に行って戻ってくると、子供たちが明るくなっています。そのうち５～６年生
の子供たちが来訪者の名前を聞いたり、弁当などを配るようになりました。子供が自ら役割を
見付け、人のために働き、生き生きとなることで、大人も元気をもらいました。
　ただ、子供の心のケアは必要です。身近な大人が一緒にいて、子供の言うことをきちんと
理解すると、子供は心を落ち着かせます。震災発生時に子供が生き残るには、親と子供が「自分
の身は自分で守る」と約束することが大切なのです。

子供が元気になれば大人も元気になる
おとな

ひ なんじょ せいかつ なに

ひ なんじょ

被災者の
声に学ぶ

ひさいしゃ

こう べひがしだ し

じたく す

えん

ひさい

じ かん

みっか め せんせい あん ぴ かくにん

もどい

らいほうしゃ な まえ き べんとう くば やくわり

つみ ひと はたら い い

ひつよう み ぢか

しんさい はっせい じりかい

やくそく たいせつ

のこ おや こ じぶん

おとな げんき

おとな いっしょ

ていどにん おや もとどもこ

こ こ

こ

こ

こ い

みずか

こ あか ねんせい

き がっこう

がっこう

おとなはし じょうたい

ひなんじょ

ようち しょうがっこう

しえんせいかつ おこなとうかい

ざいじゅう ひさいとうじ さい

なんじょひ

防災ブック「東京防災」 74ページより作成
ぼうさい ぼうさい さくせいとうきょう

ども ども あそ

ども

こ

こ

こ

ども ども

ども いども こころ

こころ お つども ども ども

どもこ げん き げん き

備えよう  今やろう
そな いま2

資料編
49,74,75ページを
見てみよう

しりょうへん

み み

32

おくことが

資料編

わす

しりょうへん

まず自分の命を守り、

じ  ぶん いのち まも
つぎ み ぢか ひと

ひと

たす次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

32

こえ まな

じみ ぶん まも
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しらべる調べる

まとめる

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

保護者
確認日

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

（　  月　 日）

保護者
サイン

ぼう さい

ぼうほ ご しゃ

ほ ご しゃ

かくにん び

ほ ご しゃ

さい

避難所で生活することになったときを考え、日頃から何をしますか？

アクションわが の 防災
ぼう さい

ひ なんじょ せいかつ かんが ひごろ なに

　避難所の生活と、普段の自宅での生活との
ちがいは、何ですか？

　みんなで協力して避難所の生活を過ごすなかで、
あなたができることは、どのようなことですか？

ひ なんじょ

ひ じょうよう かくにん

かんが か ぞく はな あ

避難所でできることを考え、 族で話し合います。

非常用持ち出し袋を確認します。

しら ひ なんじょ せいかつ せいかつ

なん

ふ だん じ  たく

ひ なんじょきょうりょく せいかつ す

や

にちがつ

にちがつ

にちがつ

ぶくろも だ
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つかむ

大雨や台風による風水害が 起こったらどうしますか？1

様々な災害と対策3

　警報が発表されていなくて
も土砂災害の前ぶれがみられ
たら、避難しましょう。自分の
地域のハザードマップを確認
しましょう。

　がけにひびわれができる、
小石がパラパラ落ちてくる、
地鳴りが聞こえるなど。

　地面のひび割れ・陥
没、がけや斜面から水
が噴き出すなど。

　山鳴りがする、急に川
の水が濁り、流木が混
ざり始めるなど。

風水害の危険

特に注意が必要な場所

低地帯 地下室・半地下 屋 河川

　梅雨前線や秋雨前線が停滞することで、しばしば大雨が降ります。
　また、台風が発生し、接近・上陸すれば暴風や大雨となり、河川が氾濫することがあります。
30年間（昭和56年から平成22年まで）の平均では、年間26個もの台風が発生しました。
　地域の洪水ハザードマップを見て、避難する場所や避難経路などを確認しましょう。

土砂災害の前ぶれ

湾岸部 山間部

がけ崩れ 地滑り 土石流

さいがいさまざま たいさく

ふうすいがい おおおあめ たいふう

ばい う ぜんせん

ねんかんねんかん

たいふう

ち　いき こうずい

はっせい

たいふう はっせいしょう わ へいせいねん ねん

あき さめ

ぼう ふうじょうりく

み ひ なん ひ なん ろ かくにんけいば しょ

か  せん はん らん

ぜん せん てい たい

けい ほう はっぴょう

ど   しゃ まえさい がい

ひ  なん

ち  いき かく にん

じ  ぶん

へい きん こ

せっきん

ふおおあめ

おおあめ

ふうすいがい き けん

とく ちゅうい ひつよう ば しょ

ていちたい ち  か しつ はんち   か かおく

わんがんぶ さんかんぶ

くず じすべ ど せきりゅう

かせん

ど しゃ さいがい まえ

わじめん かん やま な きゅう かわ

しゃめん みず みず

はじ

りゅうぼくぼつこいし

じ  な き

お にご ま

ふ だ

資料編
42,43ページを
見てみよう

しりょうへん

32

おくことが

資料編

わす

しりょうへん

まず自分の命を守り、

じ  ぶん いのち まも
つぎ み ぢか ひと

ひと

たす次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

32

み

東京防災
144～155ページを
見てみよう

ぼうさいとうきょう

み

東京マイ・
タイムラインを
見てみよう

とうきょう

み
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しらべる調べる

まとめる

あなたの防災アクション
保護者
確認日

保護者
サイン

ぼう さい

ほ ご しゃ

かくにん び

ほ ご しゃ

風水害が起こったときに備えて、日頃から何をしますか？

アクションわが の 防災
ぼう さい

ふうすいがい そな ひ ごろ なにお

　あなたの　の周りでは、どのような風水害の
危険がありますか？

　風水害の危険から、命を守るために、どのよ
うにすればよいですか？

ふうすいがいまわいえ

ふうすいがい

き けん

き けん いのち まも

かくにんち  いきじ  ぶん

自分の地域のハザードマップを確認します。

提供：気象庁

提供：気象庁
ていきょう き しょうちょう

しら

や

ていきょう き しょうちょう

保護者の防災アクション

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

ぼうほ ご しゃ さい

さくせいか  ぞく

マイ・タイムラインを　族で作成します。

がつ にち

がつ にち

（　  月　 日）
がつ にち
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つかむ

たつ巻、大雪による自然災害が 起こったらどうしますか？2

3

東京防災
156～159ページを
見てみよう

ぼうさい

　一年を通して発生し、たつ巻の中心部
付近では、もうれつな風が吹きます。建物
のがれきや看板などが空中に巻き上げら
れ、大きな被害となることがあります。

　雪が激しく降ると、公共交通機関が
止まり、高速道路が閉鎖され、一般道も
通れなくなる可能性があります。

たつ巻

大雪
おおゆき

身を守るために
み まも

外出をひかえる。
がいしゅつ

身を守るために

し ぜんおおゆきまき さいがい お

まき

まき ちゅうしん  ぶいちねん とお はっせい

ひ

なん

し まど

おくない

あま  ど

じょうがん

おくがい

たてもの

ふかぜきんふ たて もの

かん ばん

ひ  がいおお

はげゆき

と

とお

こう そく どう  ろ

ふ こうきょう こう つう き   かん

へい  さ いっ ぱん どう

か  のう せい

ま あくうちゅう

　屋内にいたら、
雨戸、カーテンを
閉めて、窓からは
なれる。

　屋外にいたら、
頑丈な建物に避
難する。

　外出する場合
は、転ばないよう
に長ぐつなど、
すべりにくいくつ
をはく。

様々な災害と対策
さいがいさまざま たいさく

資料編
42,43ページを
見てみよう

しりょうへん

32

おくことが

資料編

わす

しりょうへん

まず自分の命を守り、

じ  ぶん いのち まも
つぎ み ぢか ひと

ひと

たす次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

32

とうきょう

み み

み まも

がいしゅつ

ころ

なが

ば　あい
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しらべる調べる

まとめる

あなたの防災アクション

保護者の防災アクション

保護者
確認日

（ 　 月　 日）

（　  月　 日）

保護者
サイン

ぼう さい

ぼうほ ご しゃ

ほ ご しゃ

かくにん び

ほ ご しゃ

さい

たつ巻、大雪が起こったときに備えて、日頃から何をしますか？

アクションわが の 防災
ぼう さい

まき おおゆき お ひ ごろ なにそな

　たつ巻、大雪のときには、どのような危険が
ありますか？

　たつ巻、大雪のときには、どのように身を守
りますか？

まき おおゆき

まき

き けん

き けん み まもまき おおゆき ほうほう かくにん

たつ巻、大雪の危険から身を守る方法を確認します。

や

にちがつ

にちがつ

しら

おおゆき み まも

提供：気象庁

提供：気象庁
ていきょう きしょうちょう

ていきょう きしょうちょう
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つかむ

防災体験ができる施設に 行ってみよう1

まとめ4

東京防災
135ページを
見てみよう

ぼうさい

たいけん し せつぼうさい

● 東京消防庁 都民防災教育センター
池袋防災館
◆所在地：東京都豊島区西池袋2-37-8　◆電話：03-3590-6565
◆開館時間：9:00～17:00（金曜日は9:00～21:00） 　
◆休館日：第1・第3火曜日・第3火曜日の翌日(祝日の場合は翌日)・年末年始

しょざい ち

かいかん  じ かん

でん わ

きゅうかん び

※休館日などは変更する場合があるので、ホームページなどで確認してください。
　各施設入館無料

きゅうかん び

かく し せつにゅうかん む りょう

へんこう かくにんば あい

か よう び か よう びだいだい だい しゅくじつ ば あい よくじつよくじつ ねんまつねん し
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さい がい

しょうぼうちょう と みんとう きょう ぼう さいきょう い く

いけ ぶくろぼう さい かん

し せつ
　東京都には、災害について調べたり、
防災体験ができる施設があります。

しら

ぼう さい たい けん 

とうきょうと

かいかん  じ かん きゅうかん び すい よう び だい もくよう び しゅくじつ ば あい ねんまつねん しよくじつ

しょざい ち でん わとうきょうと すみ だ   く  よこかわ
本所防災館
◆所在地：東京都墨田区横川4-6-6　◆電話：03-3621-0119
◆開館時間：9:00 ～17:00 　◆休館日：水曜日・第3木曜日(祝日の場合は翌日)・年末年始

ほん　じょ ぼう さい かん

きゅうかん び もく よう び ご へいじつちょくだい きんよう び しゅくじつ ば あい ねんまつねん しかいかん  じ かん

しょざい ち でん わとうきょうと たちかわ しいずみちょう
立川防災館
◆所在地：東京都立川市泉町1156-1　◆電話：042-521-1119
◆開館時間：9:00 ～17:00 　◆休館日：木曜日・第3金曜日(祝日の場合は直後の平日)・年末年始

たち  かわ ぼう さい かん

● 東京消防庁 消防博物館
しょうぼう はく ぶつ かんしょうぼうちょうとう きょう

ば あい よくじつ
◆所在地：東京都新宿区四谷3-10　◆電話：03-3353-9119
◆開館時間：9:30 ～ 17:00　◆休館日：月曜日(祝日の場合は翌日)・年末年始

しょざい ち

かいかん  じ かん
がくしゅう お し せつじゅうてん

でん わとうきょうとしんじゅくく  よつ や

きゅうかん び ねんまつねん ししゅくじつげつよう び

● 練馬区立防災学習センター
ねり  ま    く  りつ ぼう さい がくしゅう

ば あい よくへいじつ
◆所在地：東京都練馬区光が丘6-4-1　◆電話：03-5997-6471
◆開館時間：10:00 ～ 18:00　◆休館日：月曜日(祝日の場合は翌平日)・年末年始

しょざい ち

かいかん  じ かん

でん わとうきょう と ねり ま   く  ひかり　　おか

きゅうかん び ねんまつねん ししゅくじつげつよう び

● そなエリア東京
（東京臨海広域防災公園）

※学習に重点を置いた施設になります。

とうきょう

りんかいこういきぼうさいこうえんとうきょう ば あい よくじつ
◆所在地：東京都江東区有明3-8-35　◆電話：03-3529-2180
◆開館時間：9:30 ～ 17:00　◆休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

とうきょうと  こうとう く ありあけ

かいかん  じ かん

しょざい ち

きゅうかん び

でん わ

ねんまつねん ししゅくじつげつよう び

● しながわ防災体験館
たい けん かんぼう さい ◆所在地：東京都品川区広町2-1-36 品川区役所防災センター・第二庁舎2階　

◆電話：03-5742-9098　◆開館時間：9:00 ～ 17:00　
◆休館日：月曜日・土曜日・祝日・年末年始

とう きょう   と   しな  がわ   く　ひろ まち しな  がわ   く　やく しょ ぼう さい だい  に  ちょうしゃ かい

かい  かん   じ   かん

しょ  ざい   ち

きゅう  かん  び

でん   わ

ねん まつ  ねん   ししゅく じつげつ  よう  び ど   よう  び

● 東京都北区防災センター
（地震の科学館）

とうきょう と  きた　く ぼう さい

じ しん か がくかん

◆所在地：東京都北区西ケ原2-1-6　◆電話：03-3940-1811
◆開館時間：9:00 ～ 17:00　
◆休館日：月曜日(祝日の場合は翌日)・祝日(土曜日の場合開館)・年末年始

とう きょう   と    きた  く   にし    が   はら

かい  かん   じ   かん

しょ  ざい   ち

きゅう  かん  び

でん   わ

ねん まつ  ねん   ししゅく  じつば   あい よく じつしゅく    じつげつ  よう  び ど   よう  び ば   あい かい  かん

きんよう び

資料編
84,85ページを
見てみよう

しりょうへん

み
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調べる

まとめる

　防災体験ができる施設では、どのような学習
ができますか？

ぼうさい たいけん し せつ がくしゅう

し せつ

まな
　防災体験ができる施設に行き、どのような
ことを学びましたか？

ぼうさい たいけん

しら

行ったところ 行った日

（ 　　 年 　 月　 日）

体験
の人と一緒に、防災体験ができる施設へ行ってみよう。

親子で 防災

い い                ひ　　　

ぼうさいぼうさい

がつ にちねん

（ 　　 年 　 月　 日）
がつ にちねん

親子防災体験
スタンプ欄

いえ      ひと ぼうさいたいけんいっしょ し せつ い

※親子防災体験スタンプのある防災体験施設は、26ページの8か所です。
おや こ ぼうさいたいけん　　　　　　　　　　　　　　ぼうさいたいけん し せつ　　　　　　　　　　　　　　　　　しょ

らん

お や こ ぼう さい たい けん

お や こ たいけん
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地域の防災訓練や防災イベントに参加してみよう2

4

　災害時の被害を最小限におさえるには、
各地域で行っている防災訓練に、日頃から参加することが大切です。

東京防災
130～140ページを
見てみよう

ぼうさい

おうきゅうきゅう ごくんれん
応急救護訓練

きんきゅうあんぜん じ たい てきせつ おうきゅう て  あて ひ

ごろ おうきゅうて  あて かん ちしき ぎ じゅつ まな み

ひつよう

避難訓練
ひ なんくんれん

か さい じしん さいがい じ ひ なん

くんれん
　火災、地震などの災害時に安全に避難する
ための訓練です。

身体防護訓練
しんたいぼう ごくんれん

き しんしゃ

み まも

たいけん らっ  か  ぶつ

くんれん う
　起震車などでゆれを体験したり、落下物な
どから身を守ったりするための訓練を受ける
ことができます。

初期消火訓練
しょきしょうかくんれん

かさい しょき だんかい ひがい ちい

しょうか き

つつか かた み

つ

　火災は初期の段階であれば、被害を小さく
おさえることができます。そのために、消火器
などの使い方を身に付けましょう。

　緊急事態に適切な応急手当を行うには、日
頃から応急手当に関する知識と技術を学び、身
に付けておく必要があります。

つかむ

まとめ
ぼうさいち  いき くんれん ぼうさい さん か

さいがい じ ひ がい さいしょうげん

かく ち いき ぼうさいくんれん さん か たいせつひ ごろ

資料編
76,77,86ページを
見てみよう

しりょうへん

み み
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わす

しりょうへん

まず自分の命を守り、

じ  ぶん いのち まも
つぎ み ぢか ひと

ひと

たす次に身近な人を助け、さらに地域に
貢献できる人になるために

32

とうきょう
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調べる

まとめる

　あなたの住む地域では、いつ、どのような
防災訓練や防災イベントを行っていますか？

　防災訓練や防災イベントに参加したことで、
どのようなことを学びましたか？

さん か

ぼうさい ぼうさい おこなくんれん

ち　いきす

ぼうさい ぼうさい

まな

くんれん

行ったところ 行った日

（ 　　 年 　 月　 日）

体験
の人と一緒に、防災訓練や防災イベントに参加しよう。

親子で 防災

い い                ひ　　　

ぼうさいぼうさい

がつ にちねん

（ 　　 年 　 月　 日）
がつ にちねん

（ 　　 年 　 月　 日）
がつ にちねん

親子防災体験
スタンプ欄

いえ ひと いっしょ ぼうさい ぼうさい さん  かくんれん

しら

お や こ たいけん

らん

お や こ ぼう さい たい けん

※親子防災体験スタンプのある防災訓練等は、「防災ノート～災害と安全～　防災教育ポータル」を御確認ください。
おや こ  ぼうさいたいけん　　　　　　　　　　　　　　ぼうさいくんれんとう　　　   ぼうさい　　　　　　　　さいがい　　あんぜん　　　　ぼうさいきょういく　　　　　　　　　　　 ご かくにん
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避難訓練に 真剣に取り組もう
ひ なんくんれん しんけん と く

資料２　安全の道しるべ
しりょう あんぜん みち

防災宿泊体験
ぼうさいしゅくはくたいけん

津波避難の現場から

　災害はいつ起こるか分かりません。だからこそ、いざというときのために、備えておくことが
大切です。あわてずに避難できるように、学校の避難訓練に真剣に取り組みましょう。

　都内の小学校では、防災宿泊体験を行っ
ている学校があります。帰宅できなかった
り、学校が避難所となった場合を想定して、
学校で一泊する宿泊体験です。非常食を食
べたり、防災用の毛布をしいて寝たりして
みるなど、実際の避難所生活を体験してい
ます。

気象庁「津波から逃げる」をもとに作成
きしょうちょう つ なみ に さくせい

　地震が起こったときは、本当にびっくりして、何が起こったか分か
らなかったです。地震なのか何なのかも分からなかったです。机がが
たがたゆれていました。地震がおさまって３階にみんな集まりました
が、そこで中学生が逃げているのを見ました。それで小学生も逃げて、
避難場所に向かいました。何回も避難訓練をしていたので、避難場所
を知っていました。逃げた後、「ここは大丈夫」って思ったけど、「後
ろに黒い波みたいなのが見える」と中学生が言ったので、山に向かい
ました。山に向かった後、後ろを向いたらザァーってすごい大きな津
波が見えました。私はそれですごく涙ぐんで、逃げました。

さいがい

たいせつ ひ なん がっこう ひ なんくんれん しんけん と く

そなお わ

つ なみ ひ なん      げん  ば

しょうがっこう ぼうさいしゅくはくたいけん

しゅくはくたいけん ひじょうしょく た

おこな

がっこう き たく

がっこう

がっこう いっぱく

ぼうさいよう

じっさい たいけん

ねもうふ

ひ なんじょ

ひ なんじょせいかつ

ば あい そうてい

と ない

じ しん

じ しん

じ しん

ちゅうがくせい

ちゅうがくせい い やま む

やま む む おお つ

なみ み わたし なみだ に

あと うし

に

ひ

し

くろ なみ み

に あと おも うしだいじょうぶ

なん ひなんくんれんばじょ ひ なん ばじょむ なんかい

しょうがくせい にみ

かい あつ

なん わ つくえ

お ほんとう なに お わ
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資料編

わす

しりょうへん

まず自分の命を守り、
じ  ぶん いのち まも

つぎ み ぢか ひと

ひと

たす

次に身近な人を助け、
さらに地域に
貢献できる人になるために
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あの日・・・
ひ

被災地から、東京都の小学生にメッセージをいただきました。
ひ   さい  ち とうきょう  と しょうがく せい

32



　3月 11日の大地震で、私の家まで
津波がきて、床下しん水になってしま
いました。この震災で、多くの方々が
亡くなり、原発事故や水不足など今ま
でに経験のないことが起きました。
　私は、学校から帰ると中だったので、
あわてて学校にもどり助かりました。
3月 11日のあと、私たちを笑顔にす
るために、たくさんの人が来てくれま
した。自衛隊の人たちが、おにぎりや
豚汁を作ってくれました。自衛隊のみなさんが一生けん命に作ってくれた
のがうれしかったです。自衛隊のみなさんや世界の人たちに「ありがとう」
と言いたいです。

福島県いわき市立高久小学校　５年　阿部　千桐

　お手紙をいただいた杉浦　遥さんの通う東松島市立大曲小学校は、東北地方
太平洋沖地震に伴う津波で、大きな被害を受けました。
　5月に開かれるはずだった運動会は延期となりました。運動会用品がほとんど
なくなってしまったことを知った江東区立枝川小学校は、代表委員会による励ま
しのおたよりと一緒に、綱引きの綱や大玉、万国旗などを贈りました。
　平成23年10月8日、大曲小学校は、5か月遅れの運動会を行いました。
このとき、大曲小学校の屋上には、枝川小学校から届いた横断幕が、両校を
つなぐかけ橋として掲げられていました。

　みなさんも、さまざまな形で、被災地の仲間に多くの応援を送ってきたと思い
ます。これからも、私たちができることを考えていきましょう。

枝川小学校から大曲小学校に贈られた横断幕
しょうがっこう しょうがっこう おく おうだんまくおおまがり

自衛隊の炊きだしの様子

枝川小学校から届いた綱や大玉を使って運動会が行われました。

1

かみ

たい へい  よう

がつ ひら

し

いっしょ

へい せい

はし

かたち

わたし かんが

ひ  さい   ち おお おう えん おく おもなかま

ねん がつ ようか おおまがり

ひ つな おお だま

こう とう く りつ

うん どう かい うん どう かい

うん どう かい おこな

よう ひん

じ　しん おお う

すぎうち はるか かよ し りつ しょうがっこう

しょうがっこう

しょうがっこう

おおまがりしょうがっこう しょうがっこう りょうこうおくじょう えだがわ

げつ

だい ひょう  い    いん がい

とうほく ち  ほうて

えだかわ

えだかわ

しょうがっこう とど つな おおだま つか うんどうがい おこな

じえいたい ようす

がつ にち

がつ にち

げん ぱつ じ こ みず ぶ そく いま

お

わたし

わたし

ひと き

つく

い

いっしょう

せ か い ひと

めい つく

がっ  こう

がっ  こう たす

かえ ちゅう

おお じ しん わたし いえ

すい

おお かた がた

ふくしまけん し りつ たか く しょうがっこう ねん
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燃え続ける建物

警視庁警備犬による捜索活動

津波により、押し流され、堤防の上に
乗り上げた大型船

大津波に飲み込まれる瞬間
［平成23（2011）年3月11日］（提供：宮城県仙台市）

防潮堤を乗り越えていく
の こ つ なみ むらいわていきょう て けん

巨大な津波（提供：岩手県野田村）
［平成23（2011）年3月11日］

津波で孤立した幼稚園の園児を
救助する海上保安庁の潜水士

（宮城県石巻市）
［平成23（2011） 3月11日］

マグニチュード
9.0

東日本大
だ いに    ほ んひ が し

震
し ん

災
さ い

平成23年3月11日午後2時46分
へい せい ねん がつ にち ご ご じ ぷん

津
つ

波
な み

倒
と う

壊
か い

火災
2

年

へいせい ねん がつ にち

へいせい

おお

みや ぎ けんせんだい し

こ しゅんかんつ なみ

つ なみ

みやぎけん

 ほ あんちょうかいじょう

えん じ

し

きゅうじょ

ねん がつ にち ていきょう

へいせい ねん がつ にち

かつどう

も つづ たてもの

か さ い

つ なみ お なが うえていぼう

あの おおがたせん

（提供：宮城県気仙沼市）
しみや ぎ  けんていきょう

（提供：宮城県気仙沼市）
しみや ぎ  けんていきょう



東日本大震災が発生すると
東京消防庁では各隊が被災
地に向かいました。

鉄道をはじめあらゆる交通機関が止まり、都内では
大渋滞が発生しました。（皇居周辺）

江東区青海では地震による火災が発生しました。
［平成23（2011）年3月11日］

地震、津波・・・ 
じ しん つ なみ

そして、復興に向けて

東京

復
ふ っ

旧
きゅ う

へ

避難所で開かれた警視庁音楽隊のコンサートに
は、ピーポくんも飛び入り参加しました。

岩手県宮古市庁舎に掲げられた応援メッセージ

東京都からは、東京消防庁、警視庁がいち
早く駆けつけ、救助、救援活動を行いました。 
被災地では、各自治体、自衛隊、消防、警
察などによる懸命な救援活動が続き、復興
に向けた取り組みが行われました。

3

と う き ょ う

ひかしに  ほん はっせい

かくたい ひ さい

ち む

とうきょう

こうとう く じ しん か さい はっせい

ねん がつ にちへいせい

てつどう

だい はっせい

む

こうつう き　かん と と ない

しゅうへん

ひら

と い さん か

けい  し  ちょうおんがくたい

いわ て  けん し

とうきょうと

はや

ひ ち かく じ    ち たい

えんかつどう

さい

とうきょうしょうぼうちょう けい し ちょう

しょうぼう けい

つづ ふっこう

かつどう おこな

さつ

む と く おこな

きゅう
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〉
災
震
大
東
関
〈震
地
東
関

M7.9

）
超
人
万
十
者
死
（

　
P.44

P.45

P.46

P.54

P.47

年表で見る主な自然災害

1978年

震
地
海
近
島
大
豆
伊

）
人
五
十
二
者
死
（

 

M7.0

416年

本
日
『

書
紀き

に
じ
ょ
う

が
ん
じ
し
ん

り
ゃ
く

げ
ん

か
ま
く
ら
だ
い

し
ん

じ

し
ん

じ

め
い
お
う

じ
し
ん

ほ
ん

じ
し
ん

き

ひ
が
い

　

）
震
地
の
初
最
た
れ
現
に
史
歴
の
本
日
（

に
ほ
ん

れ
き
し

あ
ら
わ

さ
い
し
ょ

じ
し
ん

1948年

震
地
井
福

　　
　
　
　

M7.1

　

）
人
九
十
六
百
七
千
三
者
死
（

1940年

三み

宅け
や

火
噴
島

弾ん
だ

や

溶う
よ

岩ん
が

害
被
の
ど
な
流

（

）

に
ん
ち
ょ
う

に
ん

に
ん ひ か

が
い

ひ
が
い

に
ん

ざ
ん

に
ん

に
ん

に
ん

に
ん

に
ん

に
ん

に
ん

に
ん

に
ん

い
ち

ろ
く

ろ
っに

ん

く
ゆ

え

ふ
め
い

1959年

伊い

勢せ

湾ん
わ

風
台

人
七
十
九
百
六
千
四
者
死

人
一
百
四
明
不
方
行
（

）

1945年

枕ら
く
ま

崎き
ざ

風
台

人
三
十
七
百
四
千
二
者
死

人
三
十
八
百
二
千
明
不
方
行
（

）

1934年

室ろ
む

戸と

ふ
う風
台

人
二
百
七
千
二
者
死

人
四
十
三
百
三
明
不
方
行
（

）

　日本は、四季折
おりにっぽん し き

か こ さいがい し
々
おり へん か し ぜん

の変化に富
と

み、自然に恵
めぐ ゆた くに いっぼう たいふう

まれた豊かな国です。その一方で、台風、

みなさんも、過去の災害について知り、防
ぼう

災
さい まな

について学んでいきましょう。

1962年

火
噴
島
宅
三

や
流
岩
溶
（

火か

山ん
ざ

灰い
ば

）
害
被
の
ど
な

1586年

震
地
正
天

）
数
多
者
死
（

 

M7.8

天正（　　）13年て　ん
しょう

1293年

震
地
大
倉
鎌

　　
　
　
　
　

Ｍ7.0

　
永仁（　　）元年えい

にん

1498年

震
地
応
明

       
 

M8.2

M8.4

　
　
　
　
　

　
　

　

道
海
東
（

 

）
人
千
一
万
四
約
者
死

 明応（　　）7年めい
おう

じ

わ

し
ん

じ
し
ん

な
ん
か
い

じ

い

し
ん

ふ
く

ん
さ

し
ょ
う

く
り

1933年

震
地
陸
三
和
昭

　
　
　
　

M8.1

　

）
人
四
十
六
千
三
明
不
方
行
・
者
死
（

P.55

1947年

人
七
十
七
千
者
死

人
三
十
五
百
八
明
不
方
行
（

）

1954年

洞う
と

爺や

丸る
ま

風
台

古墳時代 平安時代奈良時代
 じだい  じだい  じ　だ いへ い あ んな ら

鎌倉時代 室町時代 安土桃山時代

大正時代 昭和時代

 貞観地震は被害状況が東日
本大震災と似ていると言われま
す。被災地から遠くはなれた京
都の平安京にも、大きな衝撃を
与えたことでしょう。
　翌年の貞観12年、若き日の
菅原道真が受験した官僚試験に
「地震を論ぜよ」という問題が出
たほどです。

 カスリーン台風
により浸水した家屋（葛飾区）
（提供：気象庁）

きょうてい き しょうちょう

たいふう

くかつしかか おくしんすい

869年

震
地
観
貞

　
　
　
　

M8.3

波
津
大
で
方
地
北
東犠ぎ と

う
ほ
く
ち
ほ
う

お
お
つ
な
つ

牲い
せ

し
ゃ
や
く
ぜ
ん
に
ん人

千
約
者

（

）

貞観（　　）11年じょう
が　ん

P.53P.52

1185年

震
地
暦
元

 

Ｍ7.4

元暦（　　）2年げ　ん
りゃく

P.52

1946年

震
地
海
南

）
人
十
三
百
三
千
者
死
（

M8.0
P.83

し　  ぜ　んお　もみね　ん ぴょう

 じ　だ い  じ　だ い  じ　だ い

ねん ねん ねん ねん ねん ねん

じ
ゅ
つ

き
じ
ゅ
つ

ぜ
ん

せ
ん

し
し
ゃ
す
う

と
う
か
い
ど
う

し
し
ゃ し

し
ゃ

た
す
う

ま
ん

に

さ
ん ま

ん

よ
ん

い
っに

ん ぜ
ん
に
ん

や
く

じ

し
ょ
う

し
ん

て
ん

と へい

あた

あん おお

じょうがん じ しん ひ に

いにほん だい しん さい

さい ち とお

きょう

きょうひ

がい じょうきょう ひがし

じょうがん

じゅ けん

じ しん ろん もん  だい

し   けん

わか ひ

で

 神奈川県鎌倉市の高徳院の大
仏には大仏殿がありません。それ
は明応地震による大津波で、大仏
殿が流されてしまったからです。
　文部省唱歌「鎌倉」では、「極楽
寺坂越え行けば、長谷観音の堂近
く、露座の大仏おはします」と歌
われています。

か な がわ

めい おう

なが

じ しん

だい ぶつ

けん かま くら

かま

いざか ちか

くら

し

だい ぶつ

だい ぶつ うた

しょう  わ     じ   だいたいしょう じ  だい

ぜ
ん

せ
ん

せ
ん

せ
ん

せ
ん

せ
ん

ぜ
ん

せ
ん

な
な

な
な

な
な

な
な

な
な

な
な

ろ
く

さ
ん

く
ゆ

え

ふ
め
い

く
ゆ

え

ふ
め
い

く
ゆ

え

ふ

ご

ご

め
い
は
っ

く
ゆ

え

ふ
め
い

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん さ

ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

は
ち

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

り
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

よ

よ

ん
よ

よ

よ

し
し
ゃ

し
し
ゃ

し
し
ゃ し

し
ゃ

い
ち

し
し
ゃ

し
し
ゃ

し
し
ゃ

し
し
ゃ

し
し
ゃ

し
し
ゃ

ま
ん

か
ん
と
う

か
ん
と
う

じ
し
ん

し
ん
さ
い

だ
い

じ
ま
ふ
ん
か

み

け
や

じ
ま
ふ
ん
か

た
い
ふ
う

た
い

ふ
う

た
い

ふ
う

た
い

ふ
う

た
い

じ
し
ん

い

ず
お
お
し
ま
き
ん
か
い

び
ゃ
く

ひ
ゃ
く

ひ
ゃ
く

ひ
ゃ
く

び
ゃ
く

ぴ
ゃ
く

ひ
ゃ
く

に
ん

い
ち

ろ
く

（

人
一
十
六
百
七
千
明
不
方
行
・
者
死

）

せ
ん
な
な

く
ゆ

え

ふ
め
い

じ
ゅ
う

し
し
ゃ

ひ
ゃ
く

ひ
ゃ
く

ぴ
ゃ
く

き
ゅ
う

き
ゅ
う

に

に

に

に

に

う
よ

ん
が
り
ゅ
う

知って知って知って知って
しし

ねん ねん ねんねん がん  ねん

ねんねんねんねんねんねんねんねんねんねんねんねん

大正　　12年（　）たい
しょう 昭和　　8年（　）しょう

わ 昭和　　9年（　）しょう
わ 昭和　　15年（　）しょう

わ 昭和　　20年（　）しょう
わ 昭和　　21年（　）しょう

わ 昭和　　22年（　）しょう
わ 昭和　　23年（　）しょう

わ 昭和　　29年（　）しょう
わ 昭和　　34年（　）しょう

わ 昭和　　37年（　）しょう
わ 昭和　　53年（　）しょう

わ

ねん ねん ねん ねん ねん ねん ねん ねん ねん ねん ねん ねん

や

とう と ふっこう き ねん

かんしょぞう し りょう

きょう

こく ぎ かん すみ だ く

あと りょうこく

 焼け跡の両国
国技館（墨田区）
[東京都復興記念
館所蔵資料]

1983年

震
地
部
中
海
本
日

）
人
四
百
者
死
（

 

M7.7

1986年

火
噴
島
大
豆
伊

に
外
島
が
民
島
全
（

避ひ

難ん
な

）
P.41

1983年

火
噴
島
宅
三

や
流
岩
溶
（

火か

山ん
ざ

灰い
ば

）
害
被
の
ど
な

P.40

P.41

み

け
や

じ
ま
ふ
ん
か ふ

ん
かじ

ぶ

ち
ゅ
う

し
ん

に
ほ
ん
か
い

い

ず

し
ま

お
お

し
し
ゃ

に
ん

よ
う
が
ん

ひ
が
い

ぜ
ん
と
う
み
ん

と
う
が
い

よ

ひ
ゃ
く

り
ゅ
う

ねんねんねん

ねんねんねん

昭和　　58年（　）しょう
わ 昭和　　58年（　）しょう

わ 昭和　　61年（　）しょう
わ

36
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　　〈日本の大災害〉にっぽん だいさいがい

2004年

県
潟
新

中
越つ

え

震
地

）
人
八
十
六
者
死
（

 

M6.8

ねん

2016年

（
死
者
二
百
七
十
三
人（
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
現
在
））

 

震
地
本
熊

理社

1993年

道
海
北

南ん
な

西い
せ

沖き
お

震
地

       

M7.8

奥く
お

尻り
し

大
最
で
島

10 

m

の
超

を
波
津

観ん
か

測く
そ 

人
二
百
二
者
死

（

）

Ｍ9.0

3.11

2011年

大雨、地震、火山の噴
ふんおおあめ じ しん か ざん

火
か

など、さまざまな自然現
げん おおし ぜん

象
しょう

が大きな被
ひ

害
がい

をもたらしてきました。

1991年

火
噴
岳
賢
普
仙
雲

）
人
四
十
四
明
不
方
行
・
者
死
（

1995年

〈震
地
部
南
県
庫
兵

阪
神
・
淡
路

 

M7.3

　

）
人
四
十
三
百
四
千
六
者
死
（

P.38

P.48

P.49

● 赤字
あかじ

は、関東で起きた災害です。● 
かんとう ない すう じ かんれん あらわお さいがい

赤丸
あかまる

内の数字は、関連ページを表しています。

1605年

震
地
長
慶

）
数
多
者
死
る
よ
に
波
津
（

 

M7.9

慶長（　　）9年け　い
ちょう

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2013年

風
台
年
五
十
二
成
平

第

号
六
十
二

人
十
四
者
死

人
三
明
不
方
行
（

）

2011年

風
台
年
三
十
二
成
平

第

号
二
十

人
三
十
八
者
死

人
五
十
明
不
方
行
（

）

P.50

P.51

2011年

風
台
年
三
十
二
成
平

第

号
五
十

人
八
十
者
死

人
一
明
不
方
行
（

）P.43
P.43

2014年

御ん
お

嶽け
た

山ん
さ

火
噴

人
八
十
五
者
死

人
五
明
不
方
行

　

（

）

　　　江戸時代

平成時代 令和時代
2000年

火
噴
島
宅
三

（

に
外
島
が
民
島
全

避
難
）

P.40

P.41

 じ　だ い  じ　だ いへ い せ い れい　わ

 じ　だ いえ ど

じ

け
い
ち
ょ
う

し
ん
つ
な
み

し
し
ゃ
た

す
う

ねん

ねん
1703年

震
地
禄
元

M7.9

M8.2

元禄（　　）16年げん
ろく

滅
全
ど
ん
と
ほ
で
ま
原
田
小
ら
か
崎
川

上
以
人
万
三
者
死
（

）

し か
わ

お

だ

わ
ら

ぜ
ん
め
つ

さ
き

し
ゃ
さ
ん
ま
ん
に
ん
い
じ
ょ
う

し
ん

じ

げ
ん
ろ
く

ねん

ねん
1707年

震
地
永
宝

M8.6

つ
一
の
震
地
の
級
大
最
国
が
わ

上
以
人
万
二
者
死
（

）

 宝永（　　）4年ほう
えい

じ

ほ
う
え
い

し
ん

ま
ん

さ
い
だ
い

じ

し
ん

ひ
と

く
に

に
ん
い
じ
ょ
う

き
ゅ
う

し
し
ゃ

に

ねん

ねん
1792年

雲ん
う

仙ん
ぜ

普ふ

賢ん
げ

岳け
だ

火
噴

 寛政（　　）4年かん
せい

眉ゆ
ま

山ま
や

の
崩う
ほ

壊い
か

生
発
が
波
津
り
よ
に

人
千
五
万
一
約
者
死
（

）

ふ
ん
か

つ
な
み

は
っ
せ
い

ま
ん
ご

せ
ん
に
ん

し
し
ゃ
や
く
い
ち

ねん

1855年

震
地
戸
江

）
人
千
七
約
者
死
（

M7.0

M7.1

P.55

ねん

 安政（　　）2年あん
せい

せ
ん

な
な

に
ん

や
く

し
し
ゃ

し
ん

じ

え

ど

ねん

がん  ねん

1854年

震
地
海
南
政
安

M8.4
に
後
間
時
二
十
三
の
震
地
海
東
政
安

生
発

　

人
千
数
者
死

（

）
P.83

1854年

震
地
海
東
政
安

　M8.4

　
 安政（　　）元年あん

せい

がん  ねん

 安政（　　）元年あん
せい

じ

あ
ん
せ
い

あ
ん
せ
い
な
ん
か
い

と
う
か
い

し
ん

じ
し
ん

は
っ
せ
い

あ
ん
せ
い
と
う
か
い

ぜ
ん

さ
ん

さ
ん

に

じ
か
ん

ご

す
うに

ん せ
ん
に
ん

に

し
し
ゃ

し
し
ゃ

ねん ねん

じ

し
ん

じ
ゅ
う

み

け
や

じ
ま
ふ
ん
か

ふ
ん

う
ん
ぜ
ん

か じ
し
ん

ほ
っ
か
い
ど
う

ん
は

ん
し

わ
あ

じ

〉
災
震
大

じ

ご

ぶ

ひ
ょ
う

し
ん

な
ん

け
ん

だ
い
し
ん
さ
い

じ
し
ん

〈震
地
沖
洋
平
太
方
地
北
東

災
震
大
本
日
東

〉

ち

ほ
う

じ
し
ん

に

ほ
ん
だ
い
し
ん
さ
い

ひ
が
し

と
う
ほ
く

た
い
へ
い
よ
う
お
き

に
い
が
た
け
ん

じ
し
ん

く
ま
も
と

ふ
ん
か

だ
い

た
い

だ
い

ご

ご
ね
ん

ね
ん

さ
ん

ご
う

ご
う

ろ
く

に

に

へ
い
せ
い

へ
い
せ
い
に

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

ふ
う

た
い
ふ
う

た
い

だ
い

に

ね
ん

さ
ん

ご
う

へ
い
せ
い
に

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

ふ
う

ふ
げ
ん
だ
け

 三宅島噴火による溶岩流（阿古地区）
〔昭和58（1983）年10月撮影〕

み  やけじまふん  か ようがんりゅう あ   こ

しょう わ ねん がつさつえい

ち   く

く
ゆ

え

ふ
め
い

く
ゆ

え

ふ
め
い

く
ゆ

え

ふ
め
い

く
ゆ

え

ふ
め
い

く
ゆ

え

ふ
め
い

し
し
ゃ

し

に

に

し
ゃ

と
う

さ
い
だ
い

つ
な
み

し
し
ゃ

し
し
ゃ

し
し
ゃ し

し
ゃ

し
し
ゃ
ご

な
な

さ
ん
に
ん

し
し
ゃし

し
ゃ

と
う
が
い

ぜ
ん
と
う
み
ん

よ
ん

よ
ん
に
ん

に
ん

に
ん

に
ん

へ
い
せ
い

は
ち

さ
ん

は
ち

に
ん

ご は
ち

げ
ん
ざ
い

に
ん

に
んひ

と
り

よ
ん

さ
ん
に
ん

に
ん

に
ん

さ
ん

ね
ん

が
つ

に

に

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

し

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

（

）

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

ご

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

じ
ゅ
う

ひ
ゃ
く

ひ
ゃ
く

ち
ょ
う

ひ
ゃ
く

せ
ん
よ
ん

よ

さ
ん

ろ
く

ろ
く

は
ち

じ
ゅ
う

に
ん

に
ち

ねん

ねんねんねんねんねんねん

ねんねんねんねんねんねんねんねんねんねん

 

え
ふ
め
い

に
ん

さ
ん

に

に

さ
ん

ま
ん

び
ゃ
く

せ
ん

く
ゆ

し
し
ゃ

平成　　3年（　）へい
せい 平成　　5年（　）へい

せい 平成　　7年（　）へい
せい 平成　　12年（　）へい

せい 平成　　16年（　）へい
せい 平成　　23年（　）へい

せい

ねん

平成　　23年（　）へい
せい

ねん

平成　　23年（　）へい
せい

ねん

平成　　25年（　）へい
せい

ねん

平成　　26年（　）へい
せい

ねん

平成　　28年（　）へい
せい

2017年

（
死
者
・
行
方
不
明
四
十
四
人　

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
現
在
）

 

ねん

ねん

平成　　29年（　）へい
せい

2018年

（
死
者
六
人（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
現
在
））

 

ねん

ねん

平成　　30年（　）へい
せい

2018年

（
死
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・
行
方
不
明
二
百
七
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人　

平
成
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十
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年
四
月
一
日
現
在
）

 

ねん

ねん

平成　　30年（　）へい
せい

2018年

（
死
者
四
十
三
人（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
現
在
））

死
者
・
行
方
不
明
百
二
十
一
人

(

令
和
二
年
十
月
十
三
日
現
在
）

 

ねん

ねん

平成　　30年（　）へい
せい

ねんがん

令和　　元年（　）わ

 地震直後から、なまず絵と呼
ばれる錦絵が大量に江戸中に出回
りました。なまずが暴れると地震
が起きるとの民間信仰があり、地
下の大なまずを描いたものです。
人々は、この絵に地震封じや厄除
けの気持ちも込めたのでしょう。

じ

ち

か

え

か

じ ご

お

え よ

え ど で

しん

じ

き

しん

も

おお

ひとびと

みんかん

しん

たい まわ

ちょく

りょう じゅう

（筑波大学附属図書館所蔵）
つく ば ふ とだいがく ぞく しょかんしょぞう
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千
（

）
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人
千
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死
（
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せ
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せ
ん
さ
ん
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ゃ
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ひ
ゃ
く

じ
ゅ
う

じ
ゅ
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に

し
し
ゃ
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ん
と
う
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し
ぼ
う

し
ゃ

し
し
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ま
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ず
と
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め
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じ
よ
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さ
ん
ね
ん
か
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と
う
だ
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す
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い

じ
ゅ
う

し
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ふ
ん
か

き
ゅ
う

ねんねんねん

ねん

明治　　29年（　）めい
じ 明治　　35年（　）めい
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じ

ねん ねん
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・
行
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千
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れ
い
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ん
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ん
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つ
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こ
の
か
げ
ん
ざ
い

平
成
二
十
九
年
七
月
九
州
北
部
豪
雨

大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

令
和
元
年
台
風
第
十
九
号

へ
い
せ
い 

に 
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ゅ
う
き
ゅ
う
ね
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し
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つ
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ゅ
う
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ぶ 
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ん
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ふ
う
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い
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ゅ
う
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ゅ
う
ご
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し 

し
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ゆ
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じ
ゅ
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に
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い
せ
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ゅ
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ん
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う
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ゅ
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に
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げ
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ざ
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2019年
ねん

明治時代
めい　 じ    じ    だい

い
ち

れい
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日本は地震列島
にっぽん じ しんれっとう

地震による災害（建物の倒壊・

　地震が起こす大きなゆれによって、家やビルなどが倒れたり、つぶれたりします。
　また、家具の転倒による被害も数多く報告されています。

いえじ しん お おお

か ぐ かずおお

建物の倒壊
たてもの とうかい

倒壊した高速道路［平成7（1995）年　
こうそくどう ろ へいせい ねん

阪神・淡路大震災］（提供：神戸市）

　日本は地震が多い国です。地震とは大地がずれることを言います。大地がずれるときに
は大きなゆれが起こり、建物が倒壊したり、山やがけがくずれたりします。また、地震が
海底で起こった場合には、津波が発生するなどさまざまな災害が引き起こされます。

大津波に襲われた岩手県大槌町［平成23（2011）年　東日本大震災］（出典：東北地方整備局）
おお つ なみ いわ て けん ちょう とうほく ち ほうせい びきょくへいせい ねん に ほんひがし しゅってん

たてもの
じ し　ん

にっぽん じ しん じ しん

じ しん

だい ち だい ちいおお

おお

かいてい お ば あい つ なみ はっせい さいがい ひ お

お たてもの とうかい やま

くに

知って知って知って知って
しし

てい こう  べ しきょう

38
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　地震のゆれによって、地ばんが
ゆるんだりくずれたりして、がけく
ずれや地すべりが起きます。人や
車、家が埋まるなど、大きな被害
が生じることがあります。がけや
坂の近くでは特に注意が必要です。

　砂や水分を多く含むような地ばんは、
地震などのゆれによって、泥水のような
状態になることがあります。これを液状
化といいます。液状化によって、建物が
傾いたり、マンホールが浮き上がったり
することがあります。また、地中に埋め
られた配水管、下水管などの大切な設備
に大きな被害が出ることもあります。

　地震などが原因で発生した大波
が、海岸に押し寄せるのが津波で
す。「ＴSＵＮＡＭＩ」として世
界の共通語となっています。津波
は、波の進む速さがたいへん速く、
その力がとても強いため、東日本
大震災でも多くの尊い命をうばい
ました。

　さまざまな建物や道路などに被
害が出ることで、火災が発生する
危険が高まり、より被害が大きく
なっていきます。

津波

火災

がけくずれや地すべり

地ばんがゆるむ液状化
じ えき かじょう

地震によるがけくずれ（石川県輪島 　）7002（91成平［）市 能登半島沖地震］

千葉県市原市のガスタンク火災［平成23（2011）年　東日本大震災］

防潮堤をこえる津波（提供：岩手県野田村） ］災震大本日東　）1102（32成［平

液状化の影響を受けたマンホール（千葉県浦安市）
［平成23（2011）年　東日本大震災］
（出典：浦安市「浦安震災アーカイブ」）

理社火災・津波・がけくずれや地すべり・液状化）

年

年

えきじょう か

じすな

じ しん

たい

か か

えきじょう じょう

ちゅう

えき

はいすいかん げ すいかん

たてもの

あ

ち

たいせつ せつ

おお ひ がい で

び

じょう

すいぶん おお

へいせい

しゅってん

ねん に ほんだいしんさいひがし

う ち ば けんうらやす し

うらやす うらやすし しんさい

じ しん しんいしかわけん へいせいし ねん はんとうおきじ

じ

じ

じ ひと

くるま

しょう

ちゅう

お

しん

いえ

さか ちか とく ひつようい

おお ひ がい

じ

つ なみ ていきょう いわてけん むら へいせい ねん に ほんだいしんさいひがし

へいせいかさいしち ば けん ねん にほんだいしんさいひがし

つ なみ

じ しん

かいがん よ つ なみ

つ なみ

なみ

ちから

すす はや

つよ ひがし

はや

に ほん

せ

かい

だいしんさい おお いのち

きょうつうご

げんいん はっせい おおなみ

たてもの

たか おお

どうろ

か さい はっせい

さいか

じ
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火山の噴火による災害

昭和58（1983）年当時の三宅村立阿古小学校の児童の作品　 ）らか会員委育教村宅三（」録記の火噴大島宅三「

５年　渡辺司

　

後
火
噴

の
阿
古

校
学
小

年
六

　

教
充
野
平

噴
火
で
埋

ら
か
岩
溶
の
ば
そ

る
い
て
出
が
り
む
け
い
し
め
ら
う
の
あ

校
学
た
し
強
勉
間
年
六

校
舎

噴
火生

一

忘

う
ろ
だ
い
な
れ

［平成12（2000）年12月５日］
提供：気象庁

日本は火山の国
　火山の噴火は地中の深いところにあるマグマ（岩石がどろどろにとけたもの）が溶岩と
なって地表に流れ出たり、火山灰

ばい

か か ち ちゅうざん

か ざん にっぽん

か ざん か ざん

ふん

ち

せ

きんねん

ほっかいどう

み はらやま み やけじまとう と おおしまきょう とう ときょう

かい やく かつ か ざんかつ

なが で だひょう

ふか がんせき ようがん

や火山ガスなどが噴
ふ

き出したりする現
げん

象
しょう

です。
　世界には約1500の活火山があり、そのうち、日本には111もの活火山があります。
近年では三原山（東京都大島）、雄

お

山
やま

（東京都三宅島）、雲
うん

仙
ぜん

普
ふ

賢
げん

岳
だけ ながさきけん

（長崎県）、有
う

珠
す

山
ざん

（北海道）、新
しん

燃
もえ

岳
だけ みやざきけん おんたけさん なが の けん けん ふん かぎ ぶ

（宮崎県）、御嶽山（長野県、岐阜県）の噴火などがあります。

か ざ　ん

にっぽん か ざん くに

へいせい ねん がつ にち

てい ききょう しょうちょう

み やけむらみ か き  ろくやけじましょう わ ねんとう じ み りつ あ さくひんこ がっこう じ どう

し
ょ
う

が
っ
こ
うで

で

よ
う
が
ん

こ
う

が
っ

が
っ

お
も

お
も

こ
う

ろ
く
ね
ん

ろ
く
ね
ん

い
ち
ね
ん

い
っ
し
ょ
う

さ
く
ね
ん

あ
き

こ
う
し
ゃ

こ
う
し
ゃ

こ
う
て
い

ね
ん

に

さ
ん
ね
ん

ろ
く
ね
ん

ふ
ん
か

ふ
ん
か

ふ
ん
か

ご

しょうやけそん だいふん いく い いんかいきょう

ねん

か
ん
べ
ん
き
ょ
う

知って知って知って知って
しし

三宅島の大規模噴火
み やけじま ふんか
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　火山灰や岩塊、火山ガスなどがまじっ
て、数百度から千度くらいの高温で、山
の斜面を下ってくるのが火砕流です。そ
のスピードは時速100㎞を超えること
もあるので、噴火による災害の中で最も
恐ろしいものです。

　マグマが、火口から流れ出てくるのが
溶岩流です。速度は遅く、速いものでも
時速30㎞くらいなのですが、とても高温
のため山の木や木造の家などは燃えてし
まいます。また冷えて固まると岩になる
ため、田畑の作物や道路などに被害が出
ます。

　火山から噴出されたもののうち、直径
2㎜以下の大きさのものを火山灰といい、
気体を火山ガスといいます。火山灰が降
り積もると、農作物や道路、鉄道などに、
被害をおよぼすことがあります。有毒な成
分を含む火山ガスは、植物を枯らし、人や
動物に命の危険をもたらします。

速いスピードで流れ下る火砕流

火口からマグマが流れる溶岩流 火山灰や火山ガスなどの火山噴出物

三宅島の火砕流［平成12（2000）年8月29日］
　　　　　　　　　  提供：都立三宅高等学校

］日91月11）6891（ 年16和昭［）大島（溶岩流の三原山

三宅島の大規模噴火
［平成12（2000）年8月10日］

（火砕流・溶岩流・火山噴出物）

　おおむね過去1万年以内に噴火し
た火山および現在活発な噴気活動の
ある火山とされています。

活火山とは

防災トピック

理社

提供：気象庁

提供：気象庁

か ざん

はや なが くだ か さいりゅう

か ざん か ざん

すう

くだ

じ そく

じ そく

やま き いえ

ひ

た はた さくもつ どう ろ で

かた いわ

も

こ

ふんか さいがい なか もっと

か さいりゅう

りゅう

ど どせん こうおん

こうおん

か こう

ようがん

なが

そく

で か ざん

か ざん

か ざん

か ざん ぶつ

ぶつどう いのち

ひとしょく

か ざん ふ

つ

ひ がい

ぶん

ゆうどく せい

のうさくもつ どう てつどうろ

き たい

ふん

い か おお

けいちょっしゅつ

やまひゃく

ながか こう か ざん か ざん か ざんふん ぶつしゅつようがん りゅう

へいせいみ やけじま かさいりゅう ねん がつ にち

がっこうこうとうみやけとていぎょう りつ

ど はや

みはらやま ようがん おおしま しょ わ ねん がつ にち

てい きぎょう

りゅう

しょうちょう

てい きぎょう しょうちょう

へいせい

み やけじま
ふんまんねん い ない

かつどうか ざん げんざいかっぱつ

か ざん

かつ か ざん

か
ふんか

ねん がつ とおか

しょう   わ

速いスピードで流れ下る火砕流
はや なが くだ か さいりゅう

火口からマグマが流れる溶岩流
ながか こう ようがんりゅう
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気象衛星ひまわり8号による台風第21号（平成29（2017）年10月）の観測画像

台風などによる風水害

台風の月別の主な経路

　赤道近くの暖かい海で生まれる低気圧（熱

帯低気圧）のうち、北西太平洋（赤道より北で、

東経180度より西）または南シナ海に存在し、

最大風速が秒速17.2m以上の強い風が吹くも

のを台風と呼びます。

　台風の「大きさ」は、強い風が吹いている範

囲「強風域」の半径が広いか狭いかで決めてい

て、台風の「強さ」は、「最大風速」で決めてい

ます。

台風とは

日本は台風の通り道
　台風は、北

ほくたいふう ど せきどう ちか

ちか かく ち つよ かぜ おおあめ

うみ はっせい

はっせい

なつ すこ

おおすすむにっぽん

にっぽん

緯
い

ほく

まいとしおお たいふう

きた うみ どい
10度くらいの赤道に近い暖

あたた

かい海で発生します。夏になると、もう少し
北の海（北緯20度くらい）でも発生するようになり、日本に向かって進むことが多くな
ります。毎年多くの台風が日本に近づき、各地に強い風や大雨による被

ひ

害
がい

をもたらします。

防災トピック
提供：気象庁

た　い  ふ　う ふ　う す　い  が　い

にっぽん たいふう とお みち

てい

へいせい

たいふう つきべつ おも

き ごう ごうたいふうだいしょう ねん がつ

ききょう しょうちょう

たいふう

せきどう

せきどう きたたいてい

さいだいふうそく

たいふう よ

たいふう

たいふう

おお

はんけい ひろ き

き

そく つよ

つよ

つよ さいだいふうそく

かぜ ふ

かぜ ふ

い じょうびょう

き あつ

ど にし みなみ かい そんざい

ほくせいたいへいよう

ちか あたた うみ う ねっ

知って知って知って知って
しし
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　台風はとても広い範囲で強い風が吹き、中心に
近づくほど、その風が強さを増していきます。そ
の強い風によって、看板や瓦が飛んだり、家がこ
われたりします。また、鉄塔や木などが倒れたり、
船が転ぷくしたりするなど、いろいろな被害をも
たらします。
　竜巻は、突風を引き起こし、屋根やテントなど
を吹き飛ばすことがあります。

　台風や梅雨の時期の集中豪雨などによって
大雨が降ると、洪水、土石流、がけくずれなど
が発生します。とくに、恐ろしいのは土石流で
す。山の土砂、岩石が大雨などで流され、水と
混じってどろどろになり、ものすごい勢いで谷
を流れてくるため、毎年のように大きな被害が
出ます。

　都市化が進む東京では、雨水が地下にしみこ
みにくくなっています。そのため、集中豪雨な
どがあると、ほとんどの雨水が川に流れ込み、
水かさが一気に増し、浸水の被害が起きやすく
なっています。

強風による被害

大雨による被害

増えている都市型の水害

渋谷区道玄坂で台風の強風によって倒れタクシーを
直撃した街路樹（時事通信社提供）
［平成23（2011）年９月の台風第15号］

妙正寺川の被災状況（中野区）

（強風・大雨・都市型の水害） 理社

竜巻と見られる突風で倒れた樹木（埼玉県行田市）
［平成25（2013）年9月16日］　提供：気象庁

土石流により道路まで流れ込んだ土砂や流木（大島町）
［平成25（2013）年10月の台風第26号］　提供：気象庁

［平成17（2005）年９月］
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たいふう

ちか かぜ

かぜ

つよ

と いえ

き

ふね てん
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ふ と

とっぷう ひ お や ね

ひ がい

つよ

ひろ つよ かぜ ふ しんちゅう

たいふう

おおあめ

おおあめ なが

なが まいとし おお ひ がい

たに

みず

はっせい

やま

で

ど しゃ がんせき

じ き

ど せきりゅう

しゅうちゅう

と し か すす とう

あまみず かわ なが

ひ がい お

こ

みず いっき ま

ちあまみず か

ごう うしゅうちゅう

きょう

しぶ や く たいふう

じ じ きょうつうしんしゃてい

きょうふう たお

てい ききょう しょうちょう

渋谷区道玄坂で台風の強風によって倒れタクシーを
直撃した街路樹（提供：時事通信社）
［平成23（2011）年９月の台風第15号］

へいせい ねん たいふうだい ごうがつ

しぶ や く たいふう

じ じていきょう つうしんしゃ

きょうふう たお
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　関東地震は、現在の研究では、マグニチュード（M）7.9の本震から3分後にＭ
7.2、5分後にM7.3という巨大なゆれが三度発生した「三つ子地震」であることが分
かっています。また、M7程度の強い余震も観測されています。
　地震の規模は最大級とはいえないものの、人口密度の高い地域であったことと火災
による被害が重なり、
関東大震災は、日本の
災害史上最大規模のも
のとなりました。被害
は、東京、神奈川、千
葉、埼玉、静岡、山梨
と広範囲におよびまし
た。

関東大震災 

上野（台東区）の西郷隆盛の銅像前で関東大震災の
実況を聞いている人々

浅草十二階及び花屋敷附近延焼之状況（台東区）　［台東区立下町風俗資料館所蔵］

関東一円に、すさまじい被害が

　大正12（1923）年9月1日午前11時58分、 相
さが み

模湾
わんほくせい ぶ

北西部を震
しん

源
げん

とする巨
きょ

大
だい じ しん

地震

が関東地方をおそいました。いわゆる、関東大
だいかんとうかんとう

たい ねん がつ ついたち ご ぜん じ ぷんしょう

ち ほう

震
しん

災
さい ひとびと ちゅうしょく

です。ちょうど、人々が昼食の支
し

度
たく

を

したり、食
しょく

卓
たく かこ

を囲んだりしていたときです。

被災状況

死者・行方不明 : 105,000人余り

住 家 全 壊 : 109,000戸余り 

住 家 半 壊 : 102,000戸余り 

住 家 焼 失 : 212,000戸余り
（全半壊後の焼失を含む。）
理科年表　平成24年
　　　　 （平成23（2011）年11月発行）

か　ん と　う
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に ほん

かさ

さいだいきゅう
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つよ

きゅうかんとう ふん ご

ぶん ご さん はっせい

じんこう たか
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じゅうにかいおよ たいとうく たいとうくりつ

まえ かんとうだいしんさい

ひとびとき
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し しゃ ゆく え ふ めい にんあま

こ  あま
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り か ねん へいせい

へいせい

ねん

ねん がつはっこう

ぴょう

はんかい しょうしつ ふくご

知って知って知って知って
しし
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　地震後、当時人口250万人の東京市では、130
か所以上から出火しました。その日は、関東地方は
台風の影響で強風が吹きあれていたため、火はまた
たく間に広がりました。
　9月1日深夜には、現在の台東区や墨田区を中心
とする下町一帯は激しい炎に包まれました。当時は
木造の家が多かったため、そのほとんどが焼失しま
した。

〈関東地震〉

震災回顧の手拭い：震災当時の光景が描かれ、「この恐
ろしき関東の大震災を忘れずにいつも緊張致しませう」
と記されている。「三回忌の当時ラジオが発展」とある
ことから大正14（1925）年以降のものと思われる。
［台東区立下町風俗資料館所蔵］

都京東［）区中央（火事の橋本日 復興記念館所蔵資料］

社国

死者・行方不明者は、10万人を超えました

　関東大震災の教訓を忘れない、そしてこの時期に多い台風への心構えの意
味も含めて、９月１日が「防災の日」に制定されました。 

防災トピック

　世界で最も短い文学、俳句には、季節を表
す言葉「季語」があります。季語は、一つの
俳句の中に一つ入れることが望ましいとさ
れ、俳句の世界に広がりをもたせるものです。
「震災忌」は、秋の季語。関東大震災が９月
１日に発生したことにちなみます。

聞き伝へ 語りつたえて 震災忌
星野立子

※星野立子　明治36（1903）年ー昭和59（1984）年
　　　　　　俳人　高浜虚子の次女

防災トピック

季語「震災忌」

防災の日

「（仮）救護所風景」　岡本帰一／画
救護所でほっと一息つく親子の様子が描かれている。

［弥生美術館所蔵］
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　関東大震災発生直後、内務大臣となった後藤新平（元東京市長）は、なんと地震の発
生から５日後には「帝都復興の議」という提案を出しました。「復旧」ではなく「復興」
を掲げ、１か月足らずで帝都復興院を設置し、猛烈なスピードで復興に取り組んだのです。
　それは、震災に負けない、震災に強い東京をめざし、世界に誇れる大都市として、東
京を大改造するためでした。

　後藤新平の復興案は、壮大な理想案でしたが、
莫大な費用がかかることもあって、次第に縮小さ
れます。理想案からは後退しましたが、震災復興
事業は、道路・上下水道・公園・教育・住宅など、
多岐にわたって実行されていきました。
　幅の広い幹線道路がつくられ、焼け野原と
なった下町地区を中心に区画整理がされ、鉄筋コ
ンクリート建築による建物の不燃化が図られまし
た。市民からの義えん金により同潤会が設立され、
住宅の供給も行われました。
　現在の大都市東京の骨格が形づくられたのです。

困難を乗り越え、東京は復興へ

東京都震災復興記念館（墨田区）
　東京都震災復興記念館には、関東大震災とその後の復
興事業についてのさまざまな資料が展示されています。

　昭和5年開催『帝
ていかいさいねんしょ わ

都
と

復
ふっ

興
こう

展
てん

覧
らん

会
かい ぴん

ばし ふ きん とう えきまえきょう

とう ときょう
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』に出品された八
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橋付近（東京駅前）の模
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型
けい

［東京都復
ふっ

興
こう

記
き

念
ねん

館
かん

所
しょ

蔵
ぞう

］

後藤新平の「復旧」ではなく「復興」へ

現在の東京を築いた震災復興事業

　関東大
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災
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東京都復興記念館（墨田区）
　東京都復興記念館には、関東大震災とその後の復興事
とう じ

し てんじぎょう しょう

き ねんかん かんとう ごときょう

とう とふっこうき ねんかん すみだ くきょう

業についてのさまざまな資料が展示されています。

46



）

17

▶復興小学校
　関東大震災では、当時の東京市内の小
学校の多くが倒壊・焼失しました。被災事
業の一環として建てられた復興小学校は、
防災や都市計画の観点に基づき、鉄筋コ
ンクリート建築を採用し、校舎全体に曲
線や曲面が多用され、各校ごとに個性的
なデザインの外観が取り入れられました。

▶復興公園
　多くの人々が逃げ場を失い犠牲となった震災
の教訓から、隅田公園、浜町公園、錦糸公園の
三大公園をはじめ、各地にたくさんの小公園が
作られました。普段は市民の憩いの場として、
災害時には避難場所としての大切な役割を果た
しています。

▶復興道路
　東京の町を十字に結ぶ昭和通りと大正
通り（現在の靖国通り）をはじめとして、
幹線道路が整備されました。復興道路は、
現在の東京の動脈ともなっています。

千代田区［提供：土木学会附属土木図書館］（り通靖国の期初和昭

昭和6（1931）年開園の隅田公園　（墨田区・台東区）
［台東区立下町風俗資料館所蔵］

中央区立泰明小学校

防災に強い都市づくり

総社

　過去は日々に遠くなる、未来は日々に近くなる、一日を経れば一日だけ大災

害を被ったのは遠くなるのである、壮美な大東京建設の日には近づくのである。

気である。
　此の際は一にも勇気である、二にも勇気である、三にも四にも何にも彼にも勇

（幸田露伴「震災者に贈る言葉」）

関東大震災から一年
復興めざし

防災トピック

「一に勇気、二に勇気・・・」

行政機関による「公助」

とつよぼうさい し

き かん

しょうがつこう

こうえん

かんとう

がつこう

がっこう

おお

いっかん

ぼうさい

せん めん た よう

がいかん と い

かくこう こ せいてき

と し けいかく

けんちく さいよう こうしゃぜんたい きょく

きょく

かんてん もと てっきん

た

ひ さい じ

とう とう し ないきょう とう まち じ むす しょ わ どお

どお どお

かんせんどう ろ せい び どう ろ

げんざい

げんざい

たいしょうじゅうきょう

とうきょう

しょう

しょう

じ

どう ろ

ぎょう

しょ わ しょ き やすくにどお ち よ ていきょうだ ど ぼくがっかい ふ ぞく ど ぼく と しょかんくしょうがっこうちゅうおう く りつ

こうえん こうえん こうえん

こうえんこうえんさんだい

つく し みん ば

さいがいじ ば しょ たいせつ

かんとう いちねん

ひ び ひ び ちか

ひ ちか

だいさいへとお

とお だいとう けんせつきょう

みらい

いち ゆうき に ゆうき

やくわり は

かくち しょう

おお

きょうくん

ひとびと に ば しんさいうしな

しょ

たいとうく りつ しょぞう

わ ねんかいえん すみ だ こうえん すみ だ く くたいとう

がい

さい いち に さん よんゆうき ゆうゆうき

き しゃ おく ことば

47



18

　平成7（1995）年1月17日、午前5時46分、
兵庫県淡路島北部を震源とするマグニチュード7.3
の大地震が発生しました。
　これが兵庫県南部地震です。この地震により兵
庫県南部一帯は震度6の大きなゆれにおそわれま
した。特に震度7の激震が記録された神戸市では、
多くの木造家屋が倒壊し、あちこちから火の手が
いっせいに上がりました。発生時刻が真冬の早朝
であったため倒れた家の下じきになって亡くなっ
た方や、本棚や食器棚などの家具の転倒によりけ
がを負った方が数多くいました。
　また通信経路が寸断されたり、鉄道の駅や高速
道路が倒壊したりするなど人々の生活に大きな被
害がおよびました。

阪神・淡路大震災

被災状況

死者・行方不明 : 6,437人

 ）人3者明不方行、内（ 

住 家 全 壊 : 104,906戸 

住 家 半 壊 : 144,274戸 

建 物 焼 失 : 7,574戸

（半焼・部分焼等含む）
総務省消防庁　確定報：
平成18（2006）年5月19日

平成7（1995）年1月17日　午前5時46分　 発災

崩
ほう

壊
かい

した阪神高速道路　提供：神戸新聞社

延
えん し だい や お ご けん しひょう ご く みん かひょう

焼
しょう

で次第に焼け落ちてゆく兵庫県神
こうべ

戸市兵庫区の民家　提供：神戸新聞社
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知って知って知って知って
しし
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〈兵庫県南部地震〉

　阪神・淡路大震災では、神戸港は壊滅的な被害
を受けました。その後、復旧・復興が進み、周りの状
況はすっかり変わりましたが、兵庫県神戸市中央
区にあるメリケン波止場には、被災したあの日の
状況を今に伝える岸壁が約60mにわたって残され
ています。　

震災の恐ろしさを後世に伝える貴重な史跡の一つです。

神戸港震災メモリアルパーク
防災トピック

ボランティア元年～自分にできることから～
　阪神・淡路大震災の被災地には、日本全国、

そして世界各地から多くのボランティアが駆け

つけました。そこで平成7（1995）年は、日

本での「ボランティア元年」と呼ばれるように

なりました。また国は、毎年1月 17日を「防

災とボランティアの日」、1月15日から21日

を「防災とボランティア週間」とすることを定

めました。

　当時、あらゆる世代のボランティアが活躍し

ましたが被災地の小学生たちは、自分にできる

ことは何かと考え、身近なことからすすんでボ

ランティアに取り組みました。

避難所で食料などを配る子供ボランティア（兵庫県神戸市兵庫区） 
〔平成7（1995）年1月25日〕

送られてきた衣料品などを整理する女子学生 ひ

ご
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へいせい

しょくりょう くば こ ども

ねん がつ にち
けんこう べ し なが

なん
おく い ひんりょう

じょ
せい がくせいじょ しり

市兵庫県神戸（ 長田
た くひょう

区） 
〔平成7（1995）年1月30日〕 

社 総
じ しんけんひょう  ご なん ぶ
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さい

ちゅう
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か ひょう   ごきょう

きょう

あ わ じ

じょう

じょう

飲み物を被災者に渡す子供ボランディア（兵庫県神戸市）
ひさいしゃ わた こ ども

〔平成7（1995）年1月24日〕 

の もの

へいせい ねん がつ か

ご けん しこう べひょう

だいはんしん ち に ほん ぜんこくひ さいあわじ しんさい
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に

ほん がんねん

へいせい ねん

よ
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なに み  ぢかかんが

と く
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　平成23（2011）年3月11日午後2時46分、東北地方太平洋沖を震源とするマ
グニチュード9.0の巨大地震が発生しました。この地震により、震度6強以上の強い
ゆれが、東北と関東の広い範囲で観測されました。
　その後、大津波が太平洋沿岸部を繰り返し襲い、約500㎞にも及ぶ沿岸各地で
は、町や集落が丸ごと流されるという、それは過酷な状況となりました。さらには、
大津波によって冷却機能を失った福島第一原子力発電所から放射性物質が漏れ出し、
住民の避難、土壌汚染などの問題が発生しました。その後、放射能関連の風評被害
も起こっており、事態はまだおさまっていません。
　この震災の被害は、死者と行方不明者は約2万2千人、全・半壊家屋約40万戸と、
とても大きなものです。

東日本大震災　　　　

岩手県
（提供：海上保安庁）

釜石市、巨大津波が街中を襲う　［平成23（2011）年3月11日］ 炎上する住宅（提供：岩手県山田町）
［平成23（2011）年3月11日］

被災状況

死者・行方不明 : 22,118人

建 物 全 壊 : 121,768戸 

建 物 半 壊 : 280,160戸 

建 物 焼 失 : 　   330戸
消防庁発表：平成29（2017）年3月8日現在
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〈東北地方太平洋沖地震〉

　防災の心構えとして、有名な言葉です。物理学者の寺田寅彦の言葉と言わ
れていますが、寺田博士の著作の中で確認することはできません。実際は、
寺田博士の弟子で「雪博士」として知られる中谷宇吉郎が、関東大震災の後、
恩師の言葉として書き記したものです。寺田博士は、この他にも防災の格言
をいくつも残しています。

●「自然は過去の習慣に忠実である」
●「ものをこわがらな過ぎたり、こわがり過ぎたりするのはやさしい　
　が、正当にこわがることはなかなかむつかしい」

（講談社より提供）

「天災は忘れた頃にやってくる」

防災トピック

宮城県仙台湾に到達した津波（提供：海上保安庁）

岩手県大槌町赤浜地区の民宿の上に乗り上げた隣町の釜石市の観光船「はまゆり」（提供：岩手県大槌町）

警視庁警備犬による懸命の捜索 警視庁航空隊による空からの救助

倒壊した岩手県大槌町役場（提供：岩手県大槌町）
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先人が伝える防災の教え
　東京には、自然災

さいがいとう し ぜんきょう

害の恐
おそ ぼうさい くん いま つた つた かずおお のこいきょう

じ ぶん
ろしさや防災の教訓を今に伝える史

し

跡
せき

や言い伝えが数多く残っ
ています。みなさんも自分の地

 ち いき おし しら

域にあるこうした教えを調べてみましょう。

北海道から牡

30分後に、海

）6981（92治明、は波津震地陸三治明　 

6月15日、岩手県釜石市の東方200ｋｍ

を震源として起こったマグニチュード8.2

の大地震による津波です。地震の発生から

抜38.2ｍという巨大津波が

鹿半島に至る三陸海岸を襲い、

約2万2千人の死者を出しました。右の写真

は当時の被害状況を今に伝える貴重な1枚

ですが、津波の恐ろしさを後世に伝える大
事な記録といえるでしょう。

被害をくり返さないために…明治三陸地震津波の記録

防災トピック

明治三陸地震津波で陸に打ち上げられた帆走船「長安丸」
写真の裏面には、釜石港内に停泊していた船が300～ 600ｍ先
の陸上に押し流されたことが記されている。
［石黒敬章氏所蔵］

24

　大正12（1923）年9月1日に発生した関東大震災では、
大火災が発生し、逃げ場をなくした大勢の人々は、当時造
成中であった現在の横網町公園に避難しました。その時、
火災旋風が発生し約3万8千人の方が犠牲となりました。

　関東大震災の時、神田佐久間町一帯にも火の手が迫りま
した。そこで町の人は大人も子供も一丸となって、二日間
にわたりバケツリレーをするなどの消火活動を行ったので
す。こうした人々の努力の結果、町は大火から守られ、一
人の死者も出しませんでした。

大地震にかかわるもの

東京都慰霊堂

● 東京都立横
よこあみ

網町公園の東京都慰
い

霊
れい

堂
どう

・復
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　 所在地：墨田区横網２－３－２５
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● 蜂が例年より巣を低く作る年は台風が多い。

● 二百十日、二百二十日は台風が来る。
　　※二百十日は、立春から二百十日目の日。9月1日ごろに当たり、この前後は台風が来る
　　　ことが多い。二百二十日は、9月10日ごろで、同じく台風が多いことで知られる。

● 地震の時は竹やぶに逃げろ。

各地に残る防災の言い伝え
防災トピック

25

　関東大震災の被災者３万人以上がこの植物園
内に避難し、その一部は、ここにあった避難所で
長期の生活を余儀なくされました。最後の被災者
が退去したのは、大正14（1925）年1月のこ
とでした。

　小高い丘の上にかつてあった大仏
は安政2（1855）年の江戸地震で
落下し、その後、修理されましたが、
関東大震災でふたたび落下しました。
頭部、胴体は太平洋戦争中、金属資
源として供出されてしまい、現在は大
仏の顔だけが残っています。

　災害時に避難者を受け入れる防災機能をもった東糀谷防災公園
には、潮位計が設置されています。潮位計には、東糀谷地区に流
れる呑川の防潮堤の高さと過去の大きな台風が来襲した時の潮の
高さが示されています。潮位とは、潮の干満によって変化する海
面の高さのことです。

風水害にかかわるもの

● 小石川植物園の「大震災記念碑」
　 所在地：文京区白山３－７－１

社 総

● 大田区立東
ひがし

糀
こうじ

谷
や

防災公園の潮
ちょう

位
い

計
けい

　 所在地：大田区東糀谷４－５－１　

● 上野の大
だいぶつ

仏
　 所在地：台東区上野公園内

に りっしゅん

おお

とおか とおか

は つ か

ひゃく に め ひひゃく

に がつ と お か

がつ ついたち あ ぜん ご

おな たいふう

たいふう

おお

く

しひゃく

れいねん す ひ つく とし たいふう

たいふう

じ しん とき たけ に

く

おお

かく ち のこ ぼうさい い つた

ふうすいがい

おお ぼうさいこうえんた く りつ

しょざい  ち やおお  た   く  ひがしこうじ

さいがい じ ひ なんしゃ う

たか

たか

めん たか

か こ おお ときたいふう

い やぼうさい き  のう

せつち

ぼうさいこうえんひがしこうじ

や ちちょう い けいちょう い けい

ちょう い しお へん か かい

く ながひがしこうじ

こだか おか うえ だいぶつ

だい

あんせい ねん え ど じ しん

らっか

らっか

ご

かんとう

とう  ぶ たいへいようせんそうちゅう

ぶつ かお のこ

げんざい

しょざい  ち

しょざい  ち ぶんきょう  く はくさん

たいとう  く  うえ  の  こうえんない

うえ

こ  いしかわしょくぶつえん だいしんさい  き  ねん  ひ

の

かんとう

ない ひ なん ひ なんじょ

さい ご

ねん がつ

せいかつちょうき

たいしょう

いち  ぶ

ひ さいしゃ まんにん しょくぶつえんい じょう
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てい しりつ

もし、東京で大地震が

東京湾北部地震（最も被害想定が大きい場合）

ライフライン

人 建物

帰宅困難者
5,166,126人

エレベーターの
閉じ込め台数  7,473台

停電率 ...........................17.6％
ガス供給停止率 ....26.8%～74.2％
断水率 ...........................34.5％
電話不通率 ......................7.6％

死者 ........................9,641人
負傷者 ..............147,611人
避難者（1日後） ....3,385,489人

全壊 .........................................
304,300棟

●ゆれ・液状化によるもの ....
116,224棟

●火災によるもの ................
201,249棟

帰宅困難者
提供：都政新報

　今後30年の間に、南関東で、マグニチュード７クラスの直下地震が、70％程
てい

度
ど

は、首都直下地震等の被害想定を見直しました。ここでは、東京湾北部を震源とする
ひ がい

かんとうねん あいだ

とうみなお

みなみ

そうてい きょうわんほく ぶ しん

しんじ

しんじ とう

かちょっ

かしゅ と

こん ご

ちょっ げん

冬の夕方6時、風速毎秒８メートルの風が吹いているときに、
マグニチュード7.3 の地震が発生した場合

と  う お  お し  んじきょう

ほく ぶ じ しん そうてい おお ば あい

かぜ

ば あいはっせいじ しん

まいふうそくじふゆ

ひと たてもの

そうてい ゆうがた びょう

もっと

し しゃ にん

にん

にん

しゃ

しゃ
にち ご えきじょう か

か さい

き たくこんなんしゃ

ていきょう と  せいしんぼう

だいすう だい

き しゃたく

ていでんりつ

りつ

でん ふ つうりつわ

備えて備えて備えて備えて
そなそなそなそな

にん
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発生したら

多摩直下地震（最も被害想定が大きい場合）

全壊建物
提供：神戸新聞社

総社

の確率で起こる可
か

能
のう

性
せいかくりつ お い

しんげん

へいせい ねん がつ とう と

くらじ しん

きょう

とう ときょうとう わんほく ぶ じ しんきょう
があると言われています。平成24（2012）年 4月、東京都

多
た

摩
ま

地
ち

域
いき

を震源とする多摩直下地震を比べてみましょう。

冬の夕方6時、風速毎秒８メートルの風が吹いているときに、
マグニチュード7.3 の地震が発生した場合

人

死者 ........................4,732人
負傷者 ..............101,102人
避難者（1日後） ....2,756,681人

建物
ひと たてもの

全壊 .........................................
139,436棟

●ゆれ・液状化によるもの ....
75,668棟

●火災によるもの ................
65,770棟

エレベーターの
閉じ込め台数  5,130台

ライフライン

停電率 ..............................8.8％
ガス供給停止率 ....6.5%～84.6％
断水率 ...........................36.9％
電話不通率 ......................2.0％

東京湾北部地震と、東京都

は  っ せ  い

しんた　ま ちょっ じか そうてい おお ば あいもっと

かた ま ちょっ

かぜ

ば あいはっせいじ しん

まいふうそくじふゆそうてい ゆうがた びょう

し しゃ にん

にん

にん

しゃ

にち ご

とう

えきじょう か

か さい

とう

とう

だいすう だい

ぜんかいたてもの

てい こう べしんぶんしゃきょう

ていでんりつ

てい しりつ

りつ

でん わ ふ つうりつ

なんひ しゃ
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学校での備え、家庭での備え

学校での備え

　大地震が発生したら、あわてずに避難することが大切です。そのためには、学校の
避難訓練に真剣に参加することが大切です。
　また、いざというときに備えて、日ごろから、自分の身の回りを整理整とんし、
掃除をしっかりしておくことが、自分と友達の身を守るための第一歩となります。

避難路となる廊下や階段に物を置かない。
靴のかかとを踏まない。
机の回りを散らかさない。

常にポケットに入れておく。

　何度も津波に襲われた三陸地方には「津波てんでんこ」という言葉があります。

　「てんでんこ」とは、「てんでんばらばらに」という意味。「津波がきたら、一人一人が

てんでんばらばらになって、早く高台に逃げろ。」という教えです。津波に苦しめられて

きた三陸地方の人々の思いがこめられた言葉です。

　東日本大震災が発生した平成23（2011）年3月11日、岩手県釜石市では、「津波てん

でんこ」の教えを守り、約3千人の小・中学生全員が避難できました。「とにかく早く、自

分の判断で、できるだけ高い所へ逃げる」という先人の教えが、みんなの命を救ったのです。

「津波てんでんこ」　～津波のこわさを知るからこその教え

　東日本大震災を踏まえ、江戸川区立船
堀小学校では、大地震発生時の津波の被
害を予想し、6年生が1年生の手を引き、
校舎の屋上まで逃げるという避難訓練を
実施しています。
　自分の身はもちろん、下級生の子供たち
の命を守るために、6年生は、1年生を気
遣いながら、一生懸命走って避難します。

　災
さい お わ

そな たいせつ

がっこう か てい

害
がい

はいつ起こるか分かりません。だからこそ、学校でも、家庭でも、いざという
ときのために、備えておくことが大切です。

防災トピック

◀それぞれの理由を考えてみましょう。

避難訓練の大切さ

が  っ こ  う か て  い

がっこう そな

おお じ しん はっせい

くんれん さん  か たいせつ

たいせつ がっこう

そな ひ じ  ぶん

じ  ぶん ともたち

み

み まも だいいっ ぽ

り ゆう

 ひ  なん くんれん たいせつ

かんが

まわ せい り  せい

ものろ おき

い

まわ ち

ひがし に ほん

はっせい じじ しん

よ そう ねんせい ねんせい

ねんせい ねんせい

ひ なんくんれん

じ ぶん

まも

し おし

いっ はし ひ なん

み か せいきゅう

いのち

しょう

て ひ

おく

がっこうぼりしょう

じょう

え ど がわく りつ

なん ど つ なみ つ なみ

つ なみい み

おしにたかだい

おもひとびとさんりく ち ほう

に ほんだいしんさい はつせい へいせい ねん

がくせいやくまもおし はやぜんにん

ぶん

じしょう ぜんいん

がつ にち いわ て けん

おしせんじんにたか ところ

ちゅう

しひがし

はや つ なみ

つ なみ

いのち すく

くる

ひとり  ひとり

ことば

ことば

ち ほう

備えて備えて備えて備えて
そなそな
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（1）　（地震）

家庭での備え

　避難のときにすぐに大事なものを持ち出せるよう、非常持ち出し袋を用意してお
きましょう。また、頭を保護するものや、割れたガラスなどで足をけがしないよう、
スニーカーなどの底の厚い靴も用意しておきましょう。

□ 飲み水 □ 食べ物
□ 救急箱 □ お金

□ メモ

□ ウェットティッシュ
□ 服・下着

帳と筆記用具
□ ティッシュペーパー
□ タオル
□ かいちゅう
□ アルミブランケット

電灯
□ 電池

□ ラジオ
□ スニーカー

特

地震に対する10の備え
❶ 家具類の転倒・落下・移動
防止対策をしておこう

❷ けがの防止対策をしておこう

❸ 家屋や塀
へい

の強度を確認しておこう

❹ 消火の備えをしておこう

❺ 火災発生の早期発見と防止対
策をしておこう

❻ 非常用品を備えておこう

❼ 家族で話し合っておこう

❽ 地域の危険性を把握しておこう

❾ 防災知識を身に付けておこう

10 防災行動力を高めておこう

いざというときに備え、家族の集合
場所を決めておきましょう。
電話が使えないときに備え、家族と連絡
をとる方法を決めておきましょう。

このほかに、あれば便利なものは何かな？

家

か てい そな

ひ なん

じ しん

だいじ も も だ

あし

の みず

ふく した ぎ

ひ っ き よう ぐ

でん ち

たべ もの

かね

よう い

ようそこ

あたま ほ ご

い

だ

か ぞく しゅうごう

か ぞく

そな

そなでん わ つか

きほうほう

か ぐ

か おく かくにん

か ぞく はな あ

そなひ じょうようひん

そな ぼうさい み つ

ぼうさいこうどうりょく たか

か

か さいはっせい そう き はっけん

きょう ど

しょう

い どう

たいさく

ら つ か

じ しん そなたい

ば しょ き
べんり なに

□ マスク
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学校での備え、家庭での備え

家庭での備え（台風などによる風水害）

　毎年、日本列島を襲ってくる台風。強い風や大雨などによる被害は後を絶ちません。
予測できる災害であるからこそ、被害を最小限にするための日頃からの備えが大切で
す。

● もしものときに備え、家族で
　 話し合っておきましょう。

● 窓や雨戸など家の戸締りを
　　しっかりしておきましょう。

● 断水に備えて飲料水を
　 確保しておきましょう。

● 風で飛ばされそうなものは、
　 固定するか屋内に
　 入れておきましょう。

という
ときには

いざ
という
ときには

いざ台風などの大雨の時は、
川や海に近づかないようにしましょう。
天気が良くても雨がやんだ後には川が増水
して流れが速くなるので注意しましょう。

強い風の時は、
外出は控えましょう。

が  っ こ  う か て  い

かてい そな たいふう ふうすいがい

まいとし に ほんれつとう たいふう つよ かぜ おおあめ あと

あま ど いえ

そな たいせつさいしょうげん

そな か ぞく

はな あ

かぜ

こ

い

てい おくない

と そな

かく ほ

いんりょうすい

つよ

がいしゅつ

かぜ ときたいふう おおあめ

あめよ あとてん き

とき

かわ

かわ ぞうすい

なが はや ちゅう  い

うみ ちか

備えて備えて備えて備えて
そなそな
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（2）　（台風などによる風水害、火山の噴火による災害）

家庭での備え（火山の噴火による災害）

　火山が噴火すると、火砕流や溶岩流などが流れ出てくることがあり、早め
の避難が大切です。また、火山ガスが発生し健康に重大な影響をもたらすお
それもありますから、十分な備えをしておきましょう。

特家

という
ときには

いざ
という
ときには

いざ

という
ときには

いざ
という
ときには

いざ

ラジオやテレビなどの気象情報や
警報に注意し、早めに
避難しましょう。

夜間や停電の時は、家族と
いっしょに行動しましょう。

● ヘルメットやゴーグル、
　 マスクなど身を守る用具を
　 準備しておきましょう。

● 避難経路や避難場所を
　 確認しておきましょう。

火山灰や火山ガスなどの火
山噴出物が発生したら
ヘルメットやゴー
グル、マスクなど
をつけましょう。

気象庁の噴火警報に
注意しましょう。

かてい そな か ざん ふん  か さいがい

よう ぐみ まも

び

ば しょけい ろ

かんにん

じゅん

か か

たいせつ

じゅうぶん そな

ざん

か ざん はっせい

なが で はや

けんこう じゅうだい

ふん

か かざんか ざんき しょうちょう

ちゅう い

ふん  か けいほう

ざん はっせい

ふうすいがいたいふう か ざん さ がい

ちゅう い はや こうどう

や かん とき か ぞくていでんき ほうしょうじょう
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地域防災マップを

❶自宅を真ん中に書く。（地図を使ってもよい。）
❷目印になる学校や大きな建物、道路を書く。
❸一時集合場所、避難場所を書く。

いっとき

き けん よ そう

しょう か  き
❹危険が予想される場所には、吹き出しで具体的に書き込む。
❺AEDや消火器があるところなど、町の安心につながるところを書く。

　マップができたら、それを見ながら家の人と避難の方法について
話し合ったり、一時集合場所や避難場所まで行く道筋を考え、家族
といっしょに歩いてみましょう。

▶とくに危険なところをチェック！◀

・急な斜面、
 がけのある場所

・看板や電柱の
 あるところ

・ブロック塀、
 レンガ塀の
 ある所

・大きなガラス窓や
 ショ－ウィンドウ

・工事中の場所の
 近く

・車の多い
 大通り

・海や川の近く

作り方のポイント

　大地震が発生すると、建物の倒
とうたてものはっせいおお  じ しん

きんじょ ば しょ かんが
壊
かい

や火
か

災
さい お

が起こる可
か

能
のう

性
せい じ  ぶん つうがく ろ

があります。自分の通学路や
近所の危

き

険
けん

な場所を考えて、地
ち

域
いき

防
ぼう

災
さい つく さいがい

マップを作り、災害に備
そな

えましょう。

つく かた

か ち ず つか

めじるし がつこう おお たてもの とう  ろ か

かひ なん  ば  しょしゅうごう  ば しょ

ば しょ だ

まち

み いえ ひと ひ なん

ひ なん

き けん

ば しょ い みちすじ か ぞくかんが

ほうほう

はな あ

ある

いっときしゅうごう  ば  しょ

あんしん

か

か

ぐ  たいてき

でんちゅう

おお

こう じ

ちか

ちかかわうみ

ば しょちゅう

ば しょ

ところ

きゅう

おおどお

おおくるま

備えて備えて備えて備えて
そなそな

※74ページ、75ページに一
いっ

時
とき

集
しゅう

合
ごう

場
ば

所
しょ

などの説
せつ

明
めい

があるので見
み

てみよう。
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のりしろ

作ってみよう

作ったマップをはっておこう

特

自宅

避難場所
○○公園

給水所

避難所

一時集合場

大きなガラス窓や
ショーウィンドウ

いっときしゅうごう

ひ なん

きゅうすいじょ

ば しょ

こうえん

ひ なんじょ

トイレ

地下鉄
◯◯駅

地下鉄
◯◯駅

街
店
商

○○
小学校

消防署 バス停

バス停

ブロック塀ブロック塀
べい

工事中の所工事中の所

○○駅

●
○○
中学校

り
通
大
い
多
の
車

り
通
大
い
多
の
車

警察署・交番

AED

総

☆警察署・交番

●
●
コンビニエンスストア
消防署

★避難場所

★トイレ

●避難所

●給水所
消火器

所

ひ  なん ば  しょ ひ   なんじょ

きゅうすい じょ

しょう  か    き

けいさつしょ

しょうぼうしょ

こうばん

つ  く

つく

えき

し
ょ
う

て
ん
が
い

まどおお

け い さ つ し ょ こ う ば ん

ちゅう が  っ こ  う

てい

てい

が  っ こ  うしょう

ば しょ
じ  たく

えき

ち か てつ

ち か てつ

えき

しょうぼう  しょ

こう じ ちゅう ところ
く
る
ま

お
お

お
お

ど
お
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地震が発生したら、　　

　大災害が起きると、安否確認や問合せなどで電話がつながりにくくなります。
　NTTの災害用伝言ダイヤル（１７１）で、家族間の安否確認ができます。

　各地のゆれの到達時刻や震度を予測し、
大きなゆれがくる前に知らせるシステム
です。最大震度が５弱以上と推定される
場合に、震度４以上のゆれが予測される
地域に対して発表されます。テレビやラ
ジオ、学校や施設の館内放送などで入手
できます。

体験できます！家族で利用してみよう。
【体験サービス期間】

防災とボランティア週間（1月15日から1月21日まで）
　※詳細は、各電話会社のホームページで確認してください。

緊急地震速報が出ます

つながらない！ かからない！ に備えましょう

　大地震が発生したときは、正しい情報を集めることが大切です。日頃から、
いざというときに備

そな

おお じ しん はっせい ただ じょうほう あつ たいせつ

たいせつ

ひ ごろ

じょうほう あつ し

えて、どのように情報を集めるか知っておくことが大切です。

携帯電話各社の「災害用伝言

板」で安否を登録確認するこ

とができます（震度６弱以上

の場合）。

「災害用伝言ダイヤル」の使い方　災害時には電話がかかりにくい
   家族の安否確認は、NTT災害用伝言ダイヤル「171」を利用しよう。

後は、ガイダンスが流れますので、落ち着いて録音・再生をしてください。

伝言の録音
ルヤイダに」１７１「 ① 

 ② 録音の場合「１」を押す。

番局外市を号番話電の宅自  ③ 
からダイヤルする。
（XXX）XXX-XXXX

伝言の再生

ルヤイダに」１７１「 ① 

 ② 再生の場合「２」を押す。

市外局番を号番話電の宅自  ③ 
からダイヤルする。
（XXX）XXX-XXXX

じ し  ん は  っ せ  い

で

かく

おお まえ し

じゃく じょうい

じょうい よ そく

かんないほうそう にゅうしゅ

さいだいしん ど

しん どば あい

たい

がっこう

はっぴょう

ち

そな

お

よう

さいがいようでんごん

か ぞく あん ぴ かくにん さいがいようでんごん り よう

でんごんでんごん ろくおん

つか かた

でんごん

といあわ でん

か ぞくかん あん かくにんぴ

わ

さいがい じ でん わ

おばさいせい

じ たく でん わ ばんごう し がい ばんきょくじ たく でん わ ばんごう し がい

あと なが お つ ろくおん さいせい

ばんきょく

あいおば あいろくおん

でん わ かくしゃ

ばん

ば あい

あん

じゃくしん ど い じょう

ぴ とうろくかくにん

さいがいようでんごん たいけん か ぞく

たいけん き かん

り よう

まいつき

しょうがつ

ぼうさいしゅうかん

しゅうかんぼうさい

かくでん わ かいしゃ かくにん

さん

ついたち

にち ついたちがつ

にちがつ

かがつ

いつかがつ

にちがつにちがつ

にち

備えて備えて備えて備えて
そなそな
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正しい情報を集めよう

●地震が起こると、テレビ
は新しい情報を映像とと
もに次々と送ってきます。

●テレビが見られなかったり、インター
ネットがつながらなかったりするこ
ともあります。ラジオなら、ほぼ受
信することができます。また、避難
する途中でも聞くことができます。

情報があふれる時代だからこそ正確な情報を知ることが自分の安全につながります。
▶注意！　信頼できない情報やあいまいな情報が流れることがあります◀

▶信頼のできる情報を集めましょう◀

●携帯電話でも災害
情報が流れます。

●インタ－ネットは、世界中の情報を
知ることができます。地震が起きたら、
報道機関や気象庁、鉄道などの公共機
関のホームページを確認してみましょう。

社

大きなゆれがおさまったら、情報を集めましょう

　東日本大震災により、千葉県市原市にある石油会社の千葉製油所で火災
が起きました。その時、「有害物質が雨などといっしょに降るので注意」な
どと人々の恐怖をあおるような情報が、電子メールやインターネットの掲
示板で広まりました。情報元を「厚生労働省」としているものまであり、千
葉県や石油会社、厚生労働省などは注意を呼びかけました。
　インターネットが普及している現代では、あいまいな情報やうわさがあっ
という間に広がります。
　あやしい情報にふりまわされたり、それを広めたりしないようにしましょう。

うわさやあいまいな情報に、注意しましょう
防災トピック

特

●災害対応型自動販売機は、地
震や洪水などの大規模災害時
に、中の飲料を無償で提供し
ます。電光掲示板がついてお
り、災害情報が流れるタイプ
のものもあります。

た  だ あ  つ

おお じょうほう

あつほうじょう

あつ

せ かい ほう

おじ しんし

き き

かくにん

てつどう こうきょうかん

かん

じゅう じょう

さいがい

さいがいでん わ

さい

み

き

じゅ

しん

と ちゅう

じょうがい ほう

じょうほう

なが

なが

しん こうずい だい き ぼ さいがい

ていなか いん

でんこう

きょうりょう

じ

じ

お

ほう

じ しん

つぎつぎ おく

じょうあたら

じょうほう じょうほう し じ ぶん あんぜんじ だい

ちゅう い じょうほう じょうほう ながしんらい

じょうほう ちゅうい

ちがい しゃせき ゆしち ば けん

ゆう がい

ば か さい

ちゅう い

じょうほう

じょうほう

じょうほう

げん だい

じょうほう

ひがしに ほん

お とき

ひと びと

せきけんば ゆ

ひろ

ひろ

がいしゃ

ま

ひろ もと

い よ

ろう どうしょう

ろう どうこう せい しょう ちゅう

あめ

でん  し

ち
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その時、東日本大震災   かのたれらえ伝うどは
　巨

きょ

大
だい

地
じ

震
しん

に襲
おそ かく ひ さい ち しんぶん

しんぶん

はっこう

ひ さい ち ひとびと ほう つた ひ っ し どじょうなか なん

つづ ひとりょく

われた各被災地では、新聞などを発行することが困
こん

難
なん

に
なりました。その中で、何とか被災地の人々に情報を伝えようと必死の努
力が続けられました。その一つ、石

いしの

巻
まき

日
ひ

日
び

新聞の奮
ふん

闘
とう

を紹
しょう

介
かい

します。

　ふだんは当たり前に得ることができた情報が、ある日突然手に入らなくなったら・・・。
　東日本大震災で、被災した宮城県石巻市の石巻日日新聞社は、平成23（2011）年3月
12日から6日間にわたり、手書きでかべ新聞を発行し、避難所やコンビニエンスストアに貼り出し
ました。情報が不足すれば、被災者の不安はつのります。避難所の人々を支えるために、石
巻日日新聞の記者たちは、行方不明の仲間の安否を気にかけながら、必死で情報を集めました。
  記者たちが水浸しになりながら取材したメモや、携帯電話のテレビのニュースから得た
情報をまとめ、懐中電灯などの明かりを頼りに、三色ペンで色分けして書いたのが、平成
23年3月12日に出されたかべ新聞です。このかべ新聞第1号には、「日本最大級の地震・

大津波 どな」！を行動で報情な正確「」
の見出しが見られ、12日現在の石巻
市の被害状況も掲載されています。
　こうした記者たちの努力が評価さ
れ、このかべ新聞は、アメリカ合衆
国のワシントン市にあるニュース博
物館「ニュージアム」に展示され、永
久保存されることになりました。

　東日本大震災の翌日、イギリスの
新聞、インディペンデント・オン・サ
ンデーは１面トップで、日の丸の中
に日本語で「がんばれ、日本。がん
ばれ、東北。」と報道。被災地に応援
メッセージを送りました。

（写真提供：共同通信社）

被災地では

避難所の支え　～手書きのかべ新聞～

イギリスの新聞が、
日本語で応援メッセージ

防災トピック

にとき つたほんひがし

て が しんぶん

あ まえ え

ひ さい

ひ さいしゃ

み やぎけんいし し

ほう ひ はいてじょう

ほう こうどうじょう

ほう

に

かんむいか

ほん

じょう

ほうじょう

ほう

でん

ひっし

わ

きな かまふ めい あつ

え

じょう

のまき いし

いし

ひ び しんぶんしゃ

しんぶん

しんぶん

しんぶん

しんぶん

はく

ぶつかん

しんぶん

おお

み み にちげんざいだ

せいかく

だい ごう に ほんさいだい じ しんきゅうだにちがつねん

き しゃ

き しゃ みず しゅざい

あ さん いろ わ か へいせいしょく

て が

ひがし

ふ そく

へいせい ねん がつ

にち だじょ

じょ ひとびとふ あん

はっこう

ささ

のまき

ひ びのまき

いしのまき

し

し

じょうきょう

き しゃ ど かりょく ひょう

しんぶん

に ほん ご

ひがし に ほん

に ほん に ほん

ひ さい おうえんほうどうとうほく

おく

しゃしん つうしんしゃていきょう きょうどう

ち

ご

しんぶん

めん ひ まる なか

備えて備えて備えて備えて
そなそな

　（提供：共同通信社）
つうしんしゃていきょう きょうどう
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～情報について考えよう～
　私たちは、毎日たくさんの情報に囲まれて生活しています。東日本大

だい

震
しん

災
さい

に ほん

わたし まいにち じょうほう

き じ か

かんが

じょうほう

かこ せいかつ に ほんひがし

ひがしひ さい ち

つた

しんぶん
では、被災地の状

じょう

況
きょう

をさまざまな情報源
げん え

から得ることができました。東
日本大

だい

震
しん

災
さい

を扱
あつか

った新聞でも、記事の書き方が異
こと

なります。それぞれがど
のようなことを伝えようとしているか、考えてみましょう。

総社国

東京では

平成23（2011）年3月12日（土）の新聞の見出し

●東京新聞 ●日本経済新聞

●朝日新聞

●読売新聞

●産経新聞

●毎日新聞

と

かんが

とうきょう

あさ ひ しんぶん しんぶんさんけい

しんぶんしんぶん

しんぶん

しんぶんよみうり

まいいち

とうきょう けいざいに ほん

へいせい ねん がつ にち ど しんぶん み だ
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［文藝春秋　平成23（2011）年8月臨時増刊号「つなみ」被災地のこども80人の作文集から］　　　　　　
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す
ま
け
つ
見
ず
ら
な
か
を
ん
さ
母
お
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閉
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郡
大
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町　

年
五
校
学
小
槌
大

　

八
幡
千
代

　　　「つなみ」には八幡さんの作品の他にも、被災地の子供たちの作文と絵が掲載されています。

　

て
い
つ
に
み
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

泣

 

道

さくぶんさくひんやはた こひほか さい ち ども え

み

か
あ

ぐ
ん

ち
ょ
う

がっ
こ
う
ご
ね
ん

し
ょ
う

い
わ
て
け
ん

が
つ

い
ち

じ
ゅ
う

さ
ん

が
っ
こ
う

お

し
ょ
う

に
ち

と
き

お
お
つ
ち

と
き

そ
う

し
ずい

ほ
う
そ
う

な
な

し

き

お
も

や
ま
た
い

は
じ

か
い

せ
ん
せ
い

て
い
が
く
ね
ん

い
く
か
ん

ひ
ろ
ば

あ
つ

い

じ
な
り

き

と
き

つ
ち

あ

ひ
と
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大地震が発生したときは

学校にいるとき

倒 」いなこて落ち「」いなこてれ
　「移動してこない」場所か、確かめる。

従う。

一人で教室にいるとき ろう下や階段で

体育館で 理科室・音楽室・家庭科室で

地震時の行動 地震直後の行動

　ゆれを感じたり、緊急地震速報を受けたときは、身の
安全を最優先に行動する。丈夫なテーブルの下や、物が
「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」
空間に身を寄せ、ゆれがおさまるまで様子を見る。

　高
こう

層
そう

階
かい かい い い てんじょう ちゅう

（概
おおむ

ね10階以上）での注意点

　高層階では、ゆれが数分
続くことがある。大きく
ゆっくりとしたゆれにより、
家具類

るいか ぐ

くわ おお い どう

き けん

が転
てん

倒
とう らっか

・落下する危
き

険
けん

に加え、大きく移動する
危険がある。

　火を使っている
ときは、ゆれがお
さまってから、あ
わてずに火の始末
をする。出火した
ときは、落ちつい
て消火する。

　屋外でゆれ
を 感 じ た ら、
ブロック塀な
どには近寄ら
ない。

塀
へい

　屋内で転倒・落
下した家具類やガ
ラスの破片などに
注意する。瓦、窓
ガラス、看板など
が落ちてくるので
外に飛び出さない。

　ゆれがおさ
まったときに、
避難できるよ
う出口を確保
する。

　大地震が発生したら、毎月の避
ひおお じ しん はっせい まいつき

ば めん そうてい
難
なんくんれん おも だ お つ こうどう たいせつ ひ ごろ

かんがこうどう
訓練を思い出して落ち着いて行動することが大切です。日頃か

らいろいろな場面を想定して、いざというときどのように行動すればよいか考えておきましょう。

お

した まも

ばしょ たし

あたま

い どう

せんせい し　じ

つくえ

がっこう

は  つ  せ  い

たい いく かん り　 か  しつ

か かいだん

おん がく しつ か てい   か  しつ

きょうしつひとり

じ しん じ こうどう じ しん ごちょく こうどう

かん

あんぜん こうどう

たおお

くうかん み よ よう す み

みう

もの
ひ

ひ

か

か

お お

そと と だ

しゅっ

しょう

つか おくない おく がい

かん

べい

てん  とう らっ

ひ なん

で ぐち

か

い まど

かん  ばん

か ぐ るい

ちゅうし まつ

した

こうそうかい すうふん

おおつづ

守って守って守って守って
まもまも
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家に一人でいるとき

ゆれがおさまったら、
火の始末

▶ガスの元栓をしめたり、電気の
　プラグを抜いたりする。

逃げるための準備
▶非常用持ち出し袋や防災頭巾、またはヘル
　メットを用意し、すぐ逃げられるようにする。

正しい情報をつかむ
▶テレビやラジオなどで正しい
　情報を集める。

避難口を確保する
▶窓やドアが変形して開かなく
　なることもあるので、出口を
　確保する。

まず自分の身を守ろう！

次に
すばやく
準備！

校外学習で外にいるとき
❶ 先生の指示に従いましょう。
❷ グループで行動しているときは、声をかけ合い、あわてず、まとまって行動しましょう。
❸ 家に帰ろうとしてあわてて駅に行かないようにしましょう。
❹ 海や川の近くにいるときは、できるだけ高い所に逃げましょう。

特

地震後の行動

　地域に大規模な火災の危険がせま
り、身の危険を感じたら、一時集合
場所や避難場所に避難する。沿岸部
では、大きなゆれを感じたり、津波
警報が出されたら、高台などの安全
な場所に素早く避難する。

⑥ 火災や津波
確かな避難

　ラジオやテレビ、
消防署、行政などか
ら正しい情報を得る。

⑦ 正しい情報
確かな行動

　わが家の安全を確
認後、近隣の安否を
確認する。

⑧ 確かめ合おう
わが家の安全
隣の安否

　倒壊家屋や転倒家
具などの下敷きに
なった人を近隣で協
力し、救出・救護する。

⑨ 協力し合って
救出・救護

　避難が必要なとき
には、ブレーカーを
切り、ガスの元栓を
締めて避難する。

⑩ 避難の前に
安全確認
電気・ガス

（東京消防庁から）

まずは自分の命を守りましょう「自助」
じ ぶん いのち まも じ じょ

こうがい そとがく

ひとりいえ

しゅう

せんせい し　じ

こうどう

いえ

うみ かわ ちか

かえ えき い

たか に

じ ぶん み まも

ところ

こうどうこえ

したが

つくえ

もの たお お

うご

した

ひ

でん き

ただ

つぎ

に びじゅん

し まつ

ぐち

ただ

あつほうじょう

まど へんけい ひら

で

かく ほ

ふくろよう

よう い に

ぐち

とうきょう

じ しん ご こうどう

か さい

かん

かん つ

あん ぜん

あん ぜん

あん  ぴ 

や

ぐ

ひと きんりん きょうただ ほう え

ご

じょう

なみ

み き けん しゅうごう

ひ なん

ひ なん

ひ

おお

だ たか だい

なん ば しょば しょ

ば しょ

りょく きゅうしゅつ きゅう ご

ひ なん

ひ なん

き もと  せん

ひつ よう

あ
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けがや やけどをしたときは

自分でできる手当を覚えましょう

すりきず

切りきず

やけど

ねんざや打ぼく

鼻血

　きれいな水で、汚れが残ら
ないよう洗い流す。

　下を向いて、鼻を
強くつまむ。
　出血が止まっても、
すぐに鼻をかまない。

　どんなやけども流水で十分に冷やす。
　服はぬがずにそのままで。無理にぬ
ぐと皮膚がきずつくこともある。

　きず口が汚れていたら、きれいな
水で洗い流す。
　ハンカチやガーゼなどでおさえて
出血を止める。

　災
さい

害
がい お

ほうほう おぼ

ば あい じ ぶん て あて

ばんお つ
が起こったとき、すりきずや、やけどなどのけがをする場合があります。まず、自分で手当

できる方法を覚えておきましょう。そして、いざというときには、落ち着いて、119番へ通
つうほう

報でき
るようにしておきましょう。

　痛いところを水や氷などで冷やす。
　安静にして、なるべく早く大人に
みてもらう。

守って守って守って守って
まもまも

じぶん てあて おぼ

みず のこ

あら なが

き

よご

みず

けつ としゅつ

あら なが

だ

りゅうすい ぶん ひ

ひ

ふく

あんせい はや

みず こおり

む り

じゅう

した む はな

つよ

けつ と

はな

しゅつ
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〈〈〈〈〈119番への通報の仕方〉〉〉〉〉

●救急車を呼ぶ場合

▶
119番
へ

かける

消防本部の指令室につながります。
「火事ですか」　「救急ですか」
係の人がたずねるので、どちらか答えます。

体 特

火事ですか、救急ですか？ 救急車をお願いします

電話番号を教えてください 03-1234-○○××です

消防本部 119番した人

➡
➡
➡
➡

●火事を知らせる場合

火事ですか、救急ですか？ 火事です

○○区○○町○丁目
○番○号の○○ビルです

何が燃えていますか？ ○階の部屋が燃えています

119番した人

➡
➡
➡

係の人の質問に落ち着いて答えましょう

●すぐ近くの大人に
　助けを求める
●局番なしの119番へ
　電話をかける

▶携帯電話の場合
通報後、確認の連絡がくることもあるので、電源は切らない。

▶赤いボタンがついている公衆電話の場合
受話器をとって、赤いボタンを押し、119番を押す。お金は
必要ありません。

まず自分の命を守りましょう「自助」
次に身近な人を助けましょう「共助」

じ ぶん いのち まも じ じょ

みつぎ ぢか ひと きょうじょたす

ばん つうほう し かた

ひと

ちか

たす

ばん

でん わ

ばん

ばん

きょく

もと

おとな

しつもん お つ こたかかり

でん わ

でん わ

ば あい

ば あい

ばん お かね

つうほう

あか

あか

ひつよう

じゅ わ き

ご き

ほん ぶ し れいしつ

かかり ひと

ば あい

ぼうしょう ほん ぶ

しゃ

か じ

か

なに

じ

し ば あい

きゅうきゅう

か じ

こた

ばん ひと

しゃか じ きゅうきゅう

きゅうきゅう

どうしましたか？ 子供がけがをしました
こ

ねがきゅうきゅう

ばん ひと

か じ

く まち めちょう

ごうばん

かい へ や も

でん わ ばんごう おし

消防車が向かう住所を
教えてください。
おし

しょうぼうしゃ む じゅうしょ

消防本部
ぼうしょう ほん ぶ

○○区○○町○丁目
○番○号の○○ビルです

く まち

ごうばん

めちょう

救急車が向かう住所を
教えてください。
おし

きゅうきゅうしゃ む じゅうしょ
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　一時集合場所や避難
場所は、大きな案内
かんばんが出ているの
で、探してみよう。

44

一時集合場所・避難場所・

一時集合場所・避難場所・避難所を知っておきましょう

　災害のとき、帰宅困難者に水やトイレ、交通情報を提供し、
休息の場として利用してもらう施設で、都立学校や公共施設
などが指定されています。また、コンビニエンスストア、
ファミリーレストラン、ガソリンスタンドなどが災害時帰宅
支援ステーションとして協力しています。

●学校のグラウンドなどの一時集合場所
　地震が発生し、また火災が起こったとき、避
難場所へ避難する前に、一時的に集合する場所
です。学校のグラウンドや神社、お寺などが指
定されています。

●大きな公園や大学などの避難場所
　地域全体が危険な状態になったとき、避難する場所
です。火災などの熱から人々の身を守るため、東京ドー
ム２個分以上ある大きな公園、緑地、大学、団地など
が指定されています。

●小学校・中学校などは、地域の避難所
　地震や火災で家が壊れたり、焼けてしまったりしたとき、一定の期間、人々が避
難生活をする場所です。小・中学校や公民館などの公共施設が指定されています。

●災害時給水ステーション

災害時帰宅支援ステーション
さいがい じ

●備蓄倉庫

　学校などの備蓄倉庫には、食料や機材など
色々なものが、備蓄してあります。

　都内212か所（浄水場、給水所、応急給水槽等）に
開設します。

防災トピック

、
設

ン

しゅう ご  う ば し  ょ ば し  ょ

しゅうご う ば し ょ ば し ょ

しょば

しょ

じょ

ば

ごうがっこう

がつこう

おお

しょう がつこうちゅう

こうえん だいがく ひ なん

ひち いき なん

しゅう

じょ し

じ しん はつせい

ば しょ ば しょ

ば

しゅうごう ば しょ ひ なん

ば しょ おお

で

さが

あんない

しょ

とうきょうみひとびとねつ

おお

ぜんたい

か さい

こ ぶん

し てい

し ていこうこうみんかんがっこうば

そう じ すいきゅうこ

しょせいかつ ちゅうしょう きょう

じ しん か さい いえ いってい き かん ひとびとや

い じょう

まも

こうえん だいがく だんりょくち ち

し

てい

てら

まえ

がっこう じんじゃ

いち ごうじ てき しゅう

がっ こう び ちく

び ちくいろ いろ

そう こ き ざい と

かいせつ

ない しょ じょすいじょう すいきゅう すいおう そうとうきゅうきゅうじょうしょくりょう

しゃ みずき たくさいがい

さいがい

きょうりょく

じ き たく

そく

し えん

ば り よう し せつ し せつと りつがっこう こうきょう

こうつうじょうほう

し てい

きゅう

守って守って守って守って
まもまもまもまも

お
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布団を片付ける 幼児の世話をする
高齢者の話し相手になる　 ゴミ出しを手伝う　　など

避難所でどんなことができるか、考えてみましょう

45

避難所

〈〈〈大地震が起きたときの避難の順序〉〉〉

大きな地震が起きた

●役所・警察・消防から避難の指示があった
●火事が広がってきて危険になった

○ 火事などの危険がない

○ 一時集合場所が安全

○ 火事の危険がなくなった

○ 家に被害がない

家に戻る

避難場所に避難（大きな公園・大学など）

避難所に避難（小・中学校など）

× 一時集合場所が危ない

危険で一時集合場所に
行くことができない

× 家に被害があり生活できない

一時集合場所へ避難（小・中学校・近所の公園など）

特体
まず自分の命を守りましょう「自助」
次に身近な人を助けましょう「共助」

じょ かんが

はな あい だ てつ  だ

せ わかたまわ せい せいり

て

いえ

いえ いえ せいかつ

か じ き けん

き けん

き けん

し じ

い

ば しょ おお こうえん だいがく

じょ しょう ちゅうがつこう

しゅうごう ば しょ しゅうごう ば しょ

しゅうごう ば しょ

あぶあんぜん

しゅうごうばしょ しょう ちゅうがつこう きんじょ こうえん

か じ

か じ ひろ

やくしょ

おお じ しん お

学校にいるときは、家の人がむかえに来るのを待ちましょう
いえ ひと く まがっこう

おおおじ しん

じ  ょ
じ

みつぎ ぢか ひと たす きょう

ぶん いのち まも じ じょ

じょ

づ
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地域の防災訓練に　　

　まず、自分自身の安全を確保することが大切です。自分の頭を守る、火事のとき
には煙を吸わない、危険な場所を避けるなど、防災訓練に参加することで、自分の
身を守る方法をしっかり身に付けていきましょう。

　災
さい

害
がい

に備
そな

とう と ねん かいきょう

きょく

とう ときょう

かく く し そん ち いき

ち いき かたがた かおみ し

ちょう

えて、各区市町村では、地域に密
みっちゃく

着したさまざまな防
ぼう

災
さいくんれん

くんれん

くんれん せっ てき さん か

おこな

おこな
訓練を行っています。

また、東京都では、年1回、東京都総
そう

合
ごう

防
ぼう

災
さい

訓練を行っています。
　防
ぼう

災
さい

訓練に積極的に参加し、真
しん

剣
けん と く じ ぶん み まも

たす あ
に取り組むことは、自分の身を守ることにつながりま

す。また、地域の方々と顔見知りになることは、いざというときに助け合うきっかけとも
なります。

自分の命を守る「自助」

避難訓練

煙が充満した煙体験ハウスの中を、ハンカチで口や鼻を押さえながら通り抜けます。

地震の時は頭を守り、身をかがめて「ダンゴムシ」の姿勢を取りましょう。 震度7まで体験できる起震車で強い地震のゆれを実感します。

く　ん れ　ん

じ ぶん まも じ じょいのち

じ ぶん

すわ

み まも ほうほう み つ

じ ぶん

くんれん さん か じ ぶん

まも か じあたまじ しん あんぜん かく たいせつほ

ば しょ

く  ん れ  ん

けむり けむりたいけん なか とおくち

とき まも み と たいけん つよ じ しん じっかんじ しん あたま

明日へ明日へ明日へ明日へ
あしたあした
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　自分自身の安全が確保できたら、自分の力に応じて、まわりの人の手助けをしましょう。自
分ができることを無理なく行うことが大切です。

　火災は初期の消火活動によって鎮火することが
大切です。消火器の使い方は、大切な初期消火活
動の基本です。安全な消火活動が行えるように防
災訓練で消火器の使い方を身に付けましょう。

積極的に参加しよう

身近な人を助ける「共助」

ポイント
・放射時間（粉末消火器だと約10秒～14秒）を考えて、消火器を取り扱う。
・避難路をふさがれないように逃げ口を背面にして消火する。
・炎が天井に届いたら、消火器での消火は困難です。すぐに、屋外に避難をしましょう。
・「危 「」いな 恐い」と感じたら、無理に消火をしようとせずに、周りに知らせましょう。

❶安全ピンを引き抜く。 ❷ホースを外し火元に向ける。 ❸レバーを強く握って放射する。

消火訓練

角材などで、てこの原

理を利用して持ち上げ

ます。

脱出できない人の救助
救助訓練

消火器の使い方を覚えよう

特

バールを使い、てこの原理で持ち上げます。

総

地域防災訓練への参加
　新宿区立花園小学校では、全児童が地域の防災訓練に参加
し、避難所開設訓練、炊き出し訓練などを行っています。ま
た、訓練後には、避難所での生活などについて、地域住民と
児童が意見交換を行っています。

地域住民と児童の意見交換
（新宿区立花園小学校）

せ　っ きょく て　き さ　ん か

み ぢか ひと たす じょきょう

じ じぶん

ぶん む たいせつ

ひと

かくざい げん

り り よう も

り おこな

じ ぶん おう ひと て だすちからじ しん あんぜん

く  ん れ  ん

つか

くんれんち いき さん か

げん り も

くんれん

くんれんくんれん

くんれん

じ どう い けんこうかん

かさい しょ き

しょ き

かかつどう

かつ

かつどう おこな

しょう

か き

き

つか かた

つか かた み つ

たいせつたいせつ

ぎ ほん あんぜん

しょう かしょう

かしょう

かしょう

おこな

ご

た だ

じょ

じょ

しん く りつはなぞの がっこうしょうじゅく

かいせつ

せいかつ ち いき みんじゅう

おこな

さん かちぜん じ どう いき

く  んしょう か れ  ん

ち

しん く りつ がっこうはなぞのじゅく しょう

いき みん じ どう い けんこうかんじゅう

どう

くんれん

おぼつかか き かたしょう

つよむはずぬひあん ぜん ひ も と

ほうしゃ しょうじ かん か き

き

ひ なん ろ

かん む り

しょうか

しょうか こんなん おくがい

まわ し

ひなん

しょうか

しょうか

しょうかぐち

き と あつかやく かんがびょう びょう
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防災トピック

心肺蘇生とAED
　東京消

しょうきょう

防
ぼう がっこう ねんせい たいいとう

もん

しょう しょうじょう

おこな
庁
ちょう

では、小学校5年生以上を対象として応
おう て あて

て あて まな

べん

急
きゅう

おうきゅう

きょう

手当を勉強できる「救
きゅう にゅう

命
めい

入
門コース」を行っています。みなさんも応急手当について学びましょう。

肩をたたきながら声をかけよう。

呼吸（息）があるか見てみよう。

大声で助けを呼んで、119番通報
とAEDを持ってきてもらおう。

呼吸（息）がなかったら、心臓マッサー
ジ（胸骨圧迫）を始めよう。

胸やおなかの動きをみて、「呼吸（息）」が
あるか10秒以内で調べます。

AED（自動体外式除細動器）ってなんだろう？
　AEDは、心臓に電気ショックを与えて元の正し
いリズムに戻すための機械です。
　電源を入れると音声メッセージが流れるので、音声
メッセージに従って操作すれば、だれでも使えます。
　電気ショックが必要ない人には間違って電気
ショックを与えないようになっています。 いろいろな種類のAED

分かりますか？ 119番通報をしてください。
AEDを持ってきてください。

1、2、3、4、5、6
普段どおりの呼吸なし 胸の

真ん中を
押す

こえ
おおごえ たす

も

よ ばん

みいき
いき

こ きゅう
むね

なかま

ばん
わ

つうほう

も

むね うご

い ない しらびょう

こ いききゅう

しんぞう でん

い おんせい おんせい

つか

なが

き

でんひと き

しゅるい

でん ひつようき

き かい

あた

あた

もと ただ

明日へ明日へ明日へ明日へ
あしたあした

78

普
ふ

段
だん

どおりの呼
こ

吸
きゅう

があるか
判
はん

断
だん

に自
じ

信
しん

がもてない場
ば

合
あい

も



49
保護者の方へ：このページの心肺蘇生は小学生の体力と理解度に応じた内容となっています。

AEDがきたら、まずスイッチを入れ
よう。

AEDのメッセージどおりにしよう。

電極パッドを胸にはろう。

ふたを開ける
とスイッチが
入るAEDも
あるよ。

　AEDは写真のようにケースに入っています。
　学校や駅など、設置場所は増えています。みな
さんの学校にもありますか？　探してみましょう。

▶

　AEDが必要なときは、ケースの扉を開けて持ってい
きましょう。扉を開けると大きな音がするので、周り
の人が気付いて助けに来てくれます。

身近な人を助けましょう「共助」

まず、
スイッチを
入れます。

電極パッド
の絵の
とおりに
はろう。

光るボタンを押してください。はなれてください。

特総
み ぢか ひと たす じょきょう

い
むね

い

でん

え

きょく

おひか

あ

はい

ば

はいしゃしん

がっこう

がっこう

ひつよう あ

ほ ご しゃ かた しんばい そ せい がくせい たい り かい ど おう ないようしょう りょく
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大災害とたたかう　負けない

気仙沼の火災

続々と被災地に向かう消防車の隊列

　たくさんの水を一気に遠くまで送るハイパーレスキュー
隊の特殊ポンプ車

被災地に向かって走れ！
　ハイパーレスキュー隊は、阪神・淡路大震災の
教訓から平成８（1996）年に生まれました。
　震災時や大規模な災害に対応できるよう、震
災対策用救助車・特殊救急車・大型重機などの
車両をはじめ、人命救助のための赤外線スコー
プや電磁波探査装置などを装備しています。
　また、隊員たちは、厳しい訓練に耐え、高度な
救助や救急技術、重機の運転資格等を身に付け
たスペシャリストたちです。
　地震発生当日、第二方面ハイパーレスキュー
隊は「緊急消防援助隊・東京都隊」として、宮城
県気仙沼市へと出動しました。各都道府県の応
援部隊も被災地に向かってひた走りました。

東京消防庁ハイパーレスキュー隊の活躍

　東日本大
だいに
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助け合う（1）　行政機関による「公助」

積雪の現場で全体ミーティング 特殊重機による、がれきの撤去作業

悲しみの現場で
　翌12日には、被災地に入り活動を開始しました。日本でも有数の漁港である気仙沼は、
漁船用の燃料タンク23基のうち21基までが海に流されていました。また町は津波が運
んだがれきで埋め尽くされ、油の臭いが充満し、至る所に火の手が上がっていました。
　火が消えた後の気仙沼は全てが破壊され、流された津波のあとを捜索するのは、初め
てのことです。がれきの下に、どんな危険なものが埋もれているのか、想像もつきません。
どこに誰がいるのか、どこに何があるのか、分からない中での救助活動です。
　今回、一番つらかったことは、亡き人への礼をつくせなかったこと。花や線香を手向け
ることもできず、手ぬぐいを顔にかけるだけで、「後で迎えに来ます。待っていてくださ
い」と、現場を去らねばならなかったことです。

総道 特

ハイパーレスキュー隊
のワッペン

日々厳しい訓練に励む隊員

消防はチーム
　ハイパーレスキュー隊の勤務は仮眠や引き継ぎも含
めて、２４時間と１０分。そして交替します。扱う機材
も消防署と違うものも多いので、覚えるだけでも大変で、
使いこなすために一生懸命勉強し、先輩に追いつこう
と必死です。それだけに、仲間の連帯感は強く、連携プ
レーもスムーズになるのです。
　隊員の一人、矢吉さんは大学時代、通学路に消防署が
あり、オレンジ色の制服を見てかっこいいなと憧れ、ハ
イパーレスキュー隊員を志願しました。
　矢吉さんは言います。「僕たちは２０人の編成です。

どんなときでも、僕の命綱を確保して
くれている先輩や後輩がいます。みん
なに助けられているからこそ、一人で
は出せない勇気が出てくるんです。消
防は、『チーム』。僕には、頼りにな
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大災害とたたかう　負けない
　警
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おお

して、多くの職
しょく

員
いん

を被災地へ派
は
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けん

しました。例えば、警視庁
こうくう

航空隊のヘリ
コプターによる救助・捜

そう

索
さく

活動や、警視庁音楽隊による避
ひ

難
なんじょ

所での応
おう

援
えん

コンサートなどで
す。「警視庁きずな隊」もその一つです。
　また、東京都教育委員会では、被災地の学校と子

こ

供
ども

たちを支
し

援
えん

するため、東京都の先生
方を被

ひがた

災
さい

ち がっこうひ さい

地に長期派遣しました。

子供たちと笑顔で会話 被災した方の話を親身に聞きました。

「警視庁きずな隊」の活躍

　警視庁は、東日本大震災で被災した人々の心のケアを目的に、「警視庁きずな隊」
を結成し、宮城県内に派遣しました。派遣期間は、平成23年（2011）３月31日
から６月２日までと、10月25日から11月７日までの計８回です。「警視庁きずな隊」
は、男女15人ずつの合計30人で構成され、１チーム４人から６人で避難所を回り、
毎回20人から30人の方の相談にのったり、話を聞いたりしました。
　相談の内容は、家族の安否確認や、自動車の運転免許証の再交付、役所等への連
絡役など、さまざまでした。また、シャボン玉や風船などを用意し、避難所の子供
たちの遊び相手にもなりました。

、は動活の」隊なずき庁視警「 避難所で長い間暮らす人々に信頼と希望をもたらし
ました。

　東京都教育委員会では、東日本大震災被災地への人的支援を行いました。
　平成23、24（2012、2013）年の間に、のべ115名の先生方が、宮城県に派遣さ
れ、被災地の学校で活躍されました。
　宮城県の先生方は、御自身が被災されたり、御家族を失ったりしながらも、絶えず、
児童・生徒を支え続けてきました。派遣された東京都の先生方も、被災地の先生方と
協力しながら、被災地の児童・生徒のために、各学校で活躍しました。

東京都の先生も、被災地で活躍しました。
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防災トピック

助け合う（2）　行政機関による「公助」 道

　
安政元年（1854）、安政南海地震が、広村（現在の和歌山県広川町）を襲いました。  

　
濱口梧陵の家は、丘の上に立っていました。地震が起こったあと、梧陵は、海

の水がぐんぐん引いていくのを見て、津波が来るに違いないと確信しました。そこで、村
人を助けるために、自分の家の大事な「稲むら（刈り取った稲を積み重ねたもの）」
に火をつけてまわりました。
　暗闇の中の真っ赤な火。この火を目印に、
村人は、安全に避難することができたのです。
　津波のこわさを実感した梧陵は、自分の
お金を投じ、高さ5ｍ、長さ約600ｍの広
村堤防を築きました。安政南海地震から92年
後、昭和21（1946）年、南海地震が発生し、
高さ4ｍから5ｍの津波が広村を襲いました
が、広村堤防が村の大部分を守ったのでした。

『稲むらの火』

世界が認めた日本の勇気　―スペイン「アストゥリアス皇太子賞」受賞―

　平成23（2011）年10月21日、福島第一原子力発電所の事故現場で献身的な働きを
した「フクシマの英雄」たちが、スペインのアストゥリアス皇太子賞を受賞しました。「自ら
の命を犠牲にしてでも津波による原発事故の惨禍を避けようと闘い、人間としての卓越した
価値を示した勇敢で模範的な行為」として、警察、消防、自衛隊員らに贈られたのです。
　スペインでの授賞式には、警察、消防、自衛隊の５人の現場指揮官が出席。フェリペ皇太子は、
「『フクシマの英雄たち』の勇気と強さは、逆境における品位・謙虚さ・寛容・勇気、そして
日本社会に深く根ざす価値観に基づいたもの」と称えられました。
　受賞者を代表してハイパーレスキュー隊の富岡消防司令は、「『フクシマの英雄たち』とい
う称号を授かったのは、ここにいる受賞者のみならず日本全国民に対してのものです。受賞
を被災地復興の励みにしていきたい」と述べました。

濱口梧陵
（1820～1885）
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（写真提供：広川町）
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防災を調べよう　学ぼう
※休館日などは変更する場合があるのでホームページなどで確認してください

し　ら ま　な

 

災害発生時に災害対策 「 るれさ用利に動活 基幹的広域防災拠点」となる東京臨
海広域防災公園  その公園内にある防災体験学習施設である。

そなエリア東京（東京臨海広域防災公園）

● 　３-8-35江東区有明都京東  ：地在所 ●りんかい線 国際展示場駅から徒歩4分　●ゆりかもめ 有明駅から徒歩2分
●T  E  L： 03-3529-2180　●開館時間： 9：30～ 17：00（入場は16：30まで） 
●入 館 料： 無料　●休館日： 月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館） 
●ホームページ： https://www.tokyorinkai-koen.jp/sonaarea/

❶防災体験ゾーン

地震発生後の72時間をどう生き残るのか。首都直下地震の発災から
避難まで、生き抜く知恵を学ぶ東京直下72hTOURが体験できる。

❷防災学習ゾーン
首都直下地震をわかりやすく学習できる首都直下地震特設コーナー、
防災用品や防災ゲームが展示される災害と暮らしの学習コーナー、ミ
ニシアターではアニメ「東京マグニチュード8.0　～東京直下72h～」
を上映している。また、見学窓からは防災拠点として使われるオペレ
ーションルームを見ることもできる。

●●❶ ❷
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きゅうかん び ば あい かくにんへんこう

気象庁 気象科学館

●  ：東京都港区虎ノ門3-6-9　気象庁2階　気象科学館地在所
●東京メトロ（日比谷線）「虎ノ門ヒルズ駅」A1・A2出口より徒歩4分　●東京メトロ（日比谷線）「神谷町駅」4b出口より徒歩5分
●東京メトロ（銀座線）「虎ノ門駅」2番出口より徒歩10分　●東京メトロ（南北線）「六本木一丁目駅」3番出口より徒歩15分

●T  E  L： 03-6381-5042（みなと科学館）※「気象科学館への入館希望」とお伝えください　
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●
●感染症対策のため、事前予約制となっています（受付時間：午前10時～午後5時）
　来場を希望される方は“電話連絡”または“オンライン予約”をお願いします

開館時間：午前9時～午後8時　●入館料：無料　●休館日：毎月第2月曜、年末年始（12月29日～1月3日）
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ふん ふん
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とうきょう ちょう

 気象科学館では、気象や地震の観測機器をはじ
め、天気予報のしくみ、緊急地震速報、津波、火
山、地球温暖化問題、自然災害に対する防災知識
などに関する装置などを展示している。

とうきょう ぼうさいかん

いざというときに備えて防災行動力を身に付けるための防災体験施設で、　模擬
災害を体験できるツアーに参加すると修了証がもらえる。

東京消防庁 本所防災館

●T  E  L： 03-3621-0119　●開館時間： 9:00～ 17:00 　●入館料： 無料　●休館日： 水曜・第3木曜(祝日の場合翌日)・年末年始 
●ホームページ： https://tokyo-bskan.jp 

●❶ ●❷ ●❸ ●❹

ぼうさいこうどう み つ ぼうさいたいけん し せつりょく

さいがい たいけん さん か しゅうりょうしょう

かいかん じ かん にゅう りょう りょうかん む きゅうかん び すいよう だい もくよう ねんまつ ねん し

●  6-6-4横川墨田区都京東  ：地在所
しょ とう とすみ だ く よこかわきょうざい ち

けいせいおしあげせん
　 ●
と

●都営バス都08・錦37系統「横川3丁目」下車徒歩約3分　
とえい きん

JR総武線、東京メトロ半蔵門線錦糸町駅4番出口から徒歩10分　
ときん  し えきちょう ほ ぶんけいとう よこかわ め げ しゃ はんぞうもんせんちょう とうそう ぶ せん きょうと ほ やく ぶん

●京成押上線、都営浅草線、東武スカイツリーライン、東京メトロ半蔵門線押上駅BA・B2出口から徒歩約10分
と えい くさせん とう ぶ あさ とう はんぞうもんせんおしあげえききょう やくとで ぐち ほ ぶん

ばじつ あいしゅく よくじつ

❷暴風雨体験コーナー
たいぼうふう う けん

　強風や大雨のすさまじさを体験できる。
きょうふう おお あめ たい けん

❸煙体験コーナー
たいけむり けん

訓練用の煙が充満した体験室で、正しい避難の
仕方が学べる。
 　

たい  けん  しつじゅうくん れん よう

ぎ じゅつ かつ よう か さい じ しん すい がい ぎ じ たい

けん

まん ただ ひ なん

し かた まな

❹VR防災体験コーナー
 　VR技術を活用し、火災、地震、水害の疑似体
験ができる。

❶地震体験コーナー
じ しん たいけん

　阪神淡路大震災や関東大震災など、震度7まで
　の地震を体感できる。

けん  しん  あわ じ だい  しん  さい だい  しん  さい しん どかん  とう

じ しん たい  かん

ようぼう さい

じょうえい
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感じよう

●東京消防庁 池袋防災館 【所在地】東京都豊島区西池袋2-37-8
 TEL： 03-3590-6565

●東京都復興記念館 【所在地】東京都墨田区横網2-3-25（横網町公園内） 
TEL： 03-3622-1208

●東京都江戸東京博物館 【所在地】東京都墨田区横網1-4-1  
TEL： 03-3626-9974

3台のプロジェクターと画面を用いて東日本大震災の体験をまとめた映像を上映するシアターや、屋
内で実際に放水することのできる初期消火体験等を通じて、災害への事前の備えや初動対応における
正しい知識や技術を習得できる防災普及教育施設

しながわ防災体験館

● 災センター・第二庁舎2F防 役所区川品 63-1-2品川区広町都京東  ：地在所
●東急大井町線下神明駅から徒歩5 分　●ＪＲ京浜東北線、東急大井町線、りんかい線大井町駅から徒歩8分

●T  E  L： 03-5742-9098 　●開館時間： 9:00～ 17:00 　●入館料： 無料　●休館日： 月曜・土曜・祝日・年末年始
●ホームページ： https://www.city.shinagawa.tokyo.jp/PC/bosai/bosai2/taiken/taikenkan/hpg000027669.html

❶初期消火体験
水消火器や、路上にある消火栓に直接接続して放水するスタン
ドパイプ、ビルなどにある屋内消火栓を使った消火体験
❷シアター／ワークショップルーム
防災に関する映像の上映や、ワークショップ等の講座を実施
❸避難姿勢体験
　火災で煙に巻き込まれないための正しい避難姿勢の体験

世界でも珍しい火山専門の博物館  三原山をはじめ、世界の火山について学ぶこ
とができる。

伊豆大島火山博物館

●所在地： 東京都大島町元町字神田屋敷617　●元町港から大島バス波浮港経由セミナー入口行き約5分「火山博物館前」バス停下車
●T  E  L： 04992-2-4103　●開館時間： 9:00～ 17:00（入館は16：30まで） 
●入 館 料： 一般500円・小中学生250円・一般団体400円・小中学生団体200円　
●休 館 日： 年中無休（機器等の保守点検のため、年間10日間の臨時休館あり） 
●ホームページ： https://www.town.oshima.tokyo.jp/soshiki/kankou/kazan-hakubutsukan.html

❶展示室
　火山最前線、世界の火山紀行、火山の百科などの様々な展示
❷映像ホール
大島の美しい自然と人々の生活の様子を、迫力あるワイドス
コープ映画で上映
❸シミュレータカプセル
　カプセルに乗って、火山地底を探検！ 約 7分間の旅●●

● ● ●

● ❸❶ ❷

❶ ❷ ❸
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●東京消防庁 消防博物館 【所在地】東京都新宿区四谷3-10  
TEL： 03-3353-9119

とう ぼうきょう はくぶつかんしょうぼうしょう ちょう とうきょう と しんじゅく く よつやしょざい ち

しょざい ち

しょざい ち

●東京消防庁 立川防災館 【所在地】東京都立川市泉町1156-1 
TEL： 042-521-1119

とう たちかわぼうさいかん しょざい ち とうきょう と たちかわ し いずみちょうきょう ぼうしょう ちょう

きょう
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　東京都では、東日本大震災の教訓等を踏まえ、今後の東京の防災対策の方向性と
具体的な取り組みを示すため、平成23（2011）年11月に「東京都防災対応指針」
を策定し、令和元（2019）年７月に「東京都地域防災計画」（震災編）、令和３
（2021）年２月に風水害編・大規模事故編・原子力災害編を修正しました。
　東京の防災対策の目的は、「都民の生命を守ること」と、「都市の機能を維持する
こと」です。それぞれの区市町村でも、地域の災害を防ぐために、さまざまな対策
がとられています。
　みなさんの地域では、どのような防災対策が行われているのでしょうか。家族に
聞いたり、役所のホームページや広報誌などで調べたりしてみましょう。
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復興に向けて・・・

これからの自分

被災地から、東京都の小学生にメッセージをいただきました。

　3月11日に起こった大地震と大津波。それから約五か月の間に、私はいろいろなことを体験し、
さまざまなことを学んだ。特に実感したことは、人と支え合うということだ。
　震災後の約一か月間は、近所の人達との支え合いが大きかった。私の家は高台にあり、津波の
被害からまぬがれたものの、車が流された。親せきの家は、半分が流された。水も電気もない。
電話も通じなかった。すべてのお店も流され、買い物もできない。そんな中で、近所同士がお米
や野菜を出し合って食べることができた。ガソリンを分け合ったり、車を貸してくれた。車を借り
たおかげで、親せきの人たちが無事なことを確かめ、どこに避難しているかが分かった。父と母は、
車を貸してくれた人に、何度もお礼を言っていた。いつも普通に食べていた、牛乳や卵など手に
入らない。となりに住んでいるおばさんが、｢いただき物の牛乳だけど、どうぞ。｣ と言って、一本
の牛乳を分けてくれた。温めて飲んだ牛乳は、本当においしかった。また、 ｢子どもたちが先にど
うぞ。｣ とお風呂を準備してくれた近所の人もいた。久しぶりのお風呂は、本当に気持ち良かった。
祖母は、 ｢本当に助かる。｣ と、しみじみ話していた。
　ある日、自衛隊の人が家に来て、 ｢小学校を卒業する男のお子さんがいると聞いてきました。ラ
ンドセルと、学校の運動着をゆずってくれませんか。｣ と、母に話していた。母はすぐに、 ｢大丈夫
です。どうにかなりそうです。｣ と返事はしたものの、 ｢二年生が使うには、古すぎるね。｣ と言って、
知り合いに声をかけ、兄のランドセルよりきれいな物を届けた。
　自衛隊の人は、とても喜び、大事に持ち帰った。大切に物を使うということは、何度も使うこと
ができる。私のランドセルがこわれた時、姉の物を使った。自分の物が人の役に立つことは本当
に嬉しい。
　震災後、ようやく学校に行けるようになってからのこと。私達は、たくさんの支援物資を受け取っ
た。地域に届く物資。学校に届く物資。食品、衣類、学用品、生活用品などたくさんいただいた。
真新しいノートや鉛筆。本当におどろいた。とても嬉しかった。「毎日のように、たくさんいただい
て本当にいいのかな。」などと、友達と話したこともある。
　先生から、 ｢全国の人達が、送ってくださった物資です。感謝して使ってください。」と話があっ
た。物資の中に「がんばってください。応援しています。つらいのはあなただけじゃないよ。」といっ
たメッセージカードもそえられていた。優しい字。胸が熱くなった。

らも小学校を訪れ、私達をはげましてくれた。

ばっていきたい。

陸岩手県 前高田市立米崎小学校　５年　佐々木　恵利佳

　暑い中でも、雨の中でも、がれきをかたづけようと日本中の人達が来てくれている。みんなボラ
ンティアの人達だ。町は少しずつきれいになっている。日本ばかりではない。アメリカやカナダか

　今の自分には、支援を受けたことに対して、お礼の手紙を書くことぐらいしかできない。いつかは、
自分も人を支えることができる人間になりたい。それがたくさんの支援を受けてきた私のお返しだ。
人を支えていくということ、自分の目標を持つということ。これからは、自分の目標に向かってがん
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10年後の宮戸
じまねん ご

島

人と人との関係
　ぼくは、3月11日の津波で、ぼくの大切な野球の道具などを多く失いました。
　地震や津波は危険なものです。家族を失った人たちもいます。
　でも、みんなで力を合わせて、人を助けることで、人と人との関係ができてい
くことがわかりました。祖母の知り合いは、自分も被災しているのに、支援物資を
送ってきてくれました。
　人と人との関係があってこそ、3月11日の地震や津波を乗り越えてこられたの
だと思います。
　地震や津波で、よくないことがあったけれど、そのおかげでぼくは、助けられ
てばかりだったことに気付きました。だから、これからは、困っている人に手をさ
しのべていこうと思いました。

福島県いわき市立久之浜第一小学校　６年　菜花　友紀

　東日本大震災で、私たちの住む東松島市の宮戸島は、多くの家々や浜が津波
で流されました。この震災に負けず、未来に向かってがんばるために、「１０
年後の宮戸島の風景」を、全校児童２９人、一人一人が画用紙に描きました。
　一人一人が描いた１０年後の宮戸島の絵を、似た風景ごとにグループを作っ
て話し合い、ベニヤ板４枚分の壁画にしたのがこの絵です。
　大きな壁画を作っていく活動は、私たち小学生にできる宮戸島復興の活動
そのものだと思っています。全校で絵を描いて、気持ちが一つになりました。
この絵は、震災に負けない宮戸小の気持ちなので、たくさんの人に見てもらい
たいです。 

宮城県東松島市立宮戸小学校　児童一同
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監 　 　 修

制 作 協 力

ホームページ

「3.11 を忘れない」参考文献・資料

参 考 図 書

官公庁関係

「天災と国防」寺田寅彦　経済往来　　「評解　小倉百人一首（増訂版」京都書房
新日本古典文学大系 45「平家物語」梶原正昭・山下宏明校注　岩波書店　　
雑誌「近代消防」近代消防社　平成 17 年～ 23 年
「ビジュアル版　幸せを運ぼう」「ビジュアル版　幸せを運ぼう」制作委員会　　
「平成 23 年度版　防災白書」内閣府　　「言葉の力」猪瀬直樹　中公新書ラクレ　
阪神淡路大震災ノート「語り継ぎたい。命の尊さ」〈新版〉住田功一　学びリンク
「理科年表」平成 23 年・机上版　国立天文台　丸善

「首都直下地震等による東京の被害想定」東京都防災会議地震部会
「東京都地域防災計画」東京都防災会議　　「みんなの防災ガイドブック」東京都
「東京都防災対応指針」東京都　　「私たちの東京を地震から守ろう」東京都
「東京都の防災対策の手引き～首都東京が直面する危機への備え～」東京都
平成 24 年度版「地震と安全」東京都教育委員会　　「学校危機管理マニュアル」東京都教育委員会
高等学校「保健」補助教材「災害の発生と安全・健康～３・11 を忘れない～」東京都教育委員会
「中央防災会議 1896 明治三陸地震津波報告書」内閣府　　「防災 48」総務省消防庁

文部科学省「日本の地震活動」「地震発生のメカニズムを探る」東京都「東京都防災ホームページ」
東京消防庁「東日本大震災関連ページ・救急アドバイス」伊豆大島火山博物館ホームページ
品川区防災ホームページ　　東京臨海広域防災公園ホームページ
海上保安庁「東日本大震災関連ページ」 国土交通省「台風による被害ページ・水害関連ホームページ」
気象庁「気象科学館・台風被害・火山被害ページ　平成 21 年３月」　警視庁「東日本大震災関連」
内閣府「防災情報のページ」　　「稲むらの火の館」ホームページ　　msn 産経ニュース
総務省消防庁ホームページ　　総務省一般戦災ホームページ　　警察庁「東日本大震災情報ページ」

東京大学名誉教授　　　　阿部　勝征
危機管理教育研究所代表　国崎　信江

朝日新聞社　阿部和夫（元宮城県石巻市教育委員会教育長）　　石黒敬章　　石巻日日新聞社
伊豆大島火山博物館　稲むらの火の館　岩手県教育委員会　岩手県陸前高田市教育委員会
岩手県陸前高田市立米崎小学校　岩波書店　浦安市立図書館　江戸川区立船堀小学校　大田区　
海上保安庁　鎌倉虚子立子記念館　鎌倉市観光協会　気象庁気象科学館　気象庁東京管区気象台
共同通信社　近代消防社　警察庁　警視庁　講談社　公益社団法人土木學會　江東区立枝川小学校
高徳院　神戸市　神戸新聞社　国土交通省利根川上流事務所　国土交通省
澤井史郎（福島県いわき市立湯本第二中学校長）　産経新聞社　品川区（しながわ防災体験館）　
時事通信社　杉並区立杉並第七小学校　鈴木洋子（前宮城県石巻市立門脇小学校長）
台東区立下町風俗資料館　台東区立中央図書館　中央区立泰明小学校　中日新聞東京新聞
筑波大学附属図書館　東海新報社　東京消防庁　東京都江戸東京博物館
東京都大島町観光商工課　東京都学校防災教育推進委員会　東京都復興記念館　東京都水道局
東京都総務局総合防災部　東北地方整備局「震災伝承館」　都政新報
内閣府　中野区　日本経済新聞社　日本清涼飲料工業会　福島県いわき市教育委員会
福島県いわき市立高久小学校　福島県いわき市立久之浜第一小学校　文藝春秋社　防衛省　毎日新聞社
宮城県観光課　宮城県気仙沼市教育委員会　宮城県東松島市教育委員会　宮城県東松島市立大曲小学校
宮城県東松島市立宮戸小学校　三宅村教育委員会　弥生美術館　湯島天神　読売新聞社
和歌山県観光課　和歌山県広川町教育委員会　新宿区立花園小学校　
※ 「３.11 を忘れない」を制作する上で御協力いただいた関係部署等
※  制作協力には図版・写真提供を含む。

なお、東京都教育委員会においては、次の者が本書の作成に当たった。
　　　　　  教育庁指導部指導企画課長　　　　　　　　　出張　吉訓
　　　　　  教育庁指導部主任指導主事　　　　　　　　　石田　　周
　　　　　  教育庁指導部指導企画課統括指導主事　　　　熊谷　恵子
　　　　　  教育庁指導部指導企画課課務担当係長　　　　西脇　良和
　　　　　  教育庁指導部指導企画課指導主事　　　　　　千葉かおり

　　　（所属は平成 25 年３月 31 日現在のものである。）
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資料３　安全の道しるべ
しりょう あんぜん みち

「東京くらし防災」
とうきょう ぼうさい

　東京都は「東京防災」の第二弾となる女性視点の
防災ブック「東京くらし防災」を発行しました。
　「東京くらし防災」には、いつもの暮らしに焦点
を当てながら、日常生活のちょっとした工夫ででき
る防災対策や避難生活での様々な課題への対処法な
どを掲載しています。
　都の公共施設等で冊子を配布しているほか、東京
都防災ホームページでも電子版が閲覧できます。
　「防災ノート～災害と安全～」とあわせて活用し
てください。

「東京くらし防災」ホームページ
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/1005
427/index.html

イラスト入りで分かりやすく防災対策を紹介
わい ぼうさいたいさく しょうかい
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「東京マイ・タイムライン」
とうきょう

　東京は、地域によって、河川の洪水や高潮によるはん濫、土砂災害といっ
た風水害が発生するおそれがあります。
　このような風水害からの避難を一人一人が考えて、いざというときに備
えていただくため、この「東京マイ・タイムライン」を発行しました。
　「東京マイ・タイムライン」には、避難までの行動を順番に整理できる
マイ・タイムラインシートと、その作成のためのガイドブック、シールが
入っています。
　マイ・タイムラインシートはシールを貼りながら作っていきます。
　家族などの周りの人々と話し合いながら、自分だけのマイ・タイムライ
ンを作り、風水害に備えましょう。

とうきょう ち いき か せん こうずい たかしお らん ど しゃさいがい

ふうすいがい はっせい
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とうきょう はっこう
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は つく
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つく ふうすいがい そな
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例　近くの◎◎公園など

例　◎◎大公園など

例　◎◎小学校など

例　電話番号

一時的に避難する所

①が危ない時や行けない時に避難する所

避難して生活を送る所

　族の連絡先

　族に連絡がとれない時の連絡先

①

②

③

④

⑤

説明が流れる子供が171にダイヤルする

自宅の電話番号を市外局番からダイヤルし、伝言を録音する
じ たく でん わ ばんごう し がい ばん

なが

でんごん ろくおんきょく

1をおす

説明が流れる

171

○○です。△△に避難しています。

　地震など大災害発生後に、安否確認などのためにNTTが設置する「声の伝言板」です。このシステム
を使えば、例えば、子供が被災後の状況を伝言で録音し、その録音した伝言を保護者が電話で聞き、子
供の安否を確認することができます。

録音

子供（伝言の録音）

再生

保護者（伝言の再生）

※地震や洪水など、災害種別によって避難する場所が変わることがあります。

保護者が録音された伝言を聞く
には、2をおします。

　族と避難先や連絡先を確認しよう
か ぞく ひ なんさき れんらくさき かくにん

171（災害用伝言ダイヤル）を知ろう

「171（災害用伝言ダイヤル）」の使い方は？
 ～先生や　の人と使い方をたしかめよう～

資料４　安全の道しるべ
し あんぜん みちりょう
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ご しゃ ろくおんほ

さいせいろくおん

ろくおん ひなん

じ しん

つか

かくにんあんぴ
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ご あん ぴ かくにん こえ でんごんばんせ っ ちだいさいがいはっせい
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せんせい ひと つか かたいえ
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じ てき れい

れい
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れい で ん わばんごう

ちか こうえん

だいこうえん

ひなん

ひなん

かぞく

かぞく

ひなん

※公衆電話は災害時の貴重な連絡手段です。使い方を確認しておきましょう。
こうしゅうでん さいがい つか かた かくにんれんらくしゅだんちょうわ じ き
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表紙は石油系溶剤を含まないインキ、
本文は芳香族成分が１%未満の溶剤を
用いた植物油インキを使用しています。

本書の内容について許可なく転載・複製することを禁じる。

小学校4～6年生版 令和3年度（2021）

防災教育教材 
「防災ノート ～災害と安全～」

 参 考 図 書　　　「防災ブック『東京防災』」「東京くらし防災」東京都
 ホームページ　　　神戸市「阪神・淡路大震災『１・17 の記』」 東京臨海広域防災公園「防災体験学習（そなエリア東京）」
 制 作 協 力　　　気象庁気象科学館 気象庁東京管区気象台 東京消防庁 しながわ防災体験館（品川区）
 　　　東京消防庁 東京都北区防災センター 東京臨海広域防災公園「そなエリア東京」 東北地方整備局
 　　　文京区立本郷小学校 港区立芝小学校
 　　　※制作協力には図版、写真提供を含む。

＜本書作成担当＞
【令和 2年度】
　東京都教育庁指導部長　　　　　　　　　　　　増田　正弘
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名前

立 　　　　　　　　　  　　　　　　学校

4年　　　組　　　番
5年　　　組　　　番
6年　　　組　　　番

「防災ノート ～災害と安全～　防災教育ポータル」ホームぺージ
ぼうさい さいがい あんぜん ぼうさいきょういく

を掲載したホームページを作成しました。

と連携したリンク集や都内の防災体験施設の紹介、親子防災体験の案内など

東京都教育委員会ホームページに、「防災ノート ～災害と安全～」の学習

じ  たく

けいさい

れんけい

とうきょう と いく い いんかい ぼうさい さいがい あんぜん がくしゅうきょう

しゅう と ない し せつ しょうかい あんないおや  こ  ぼうさいたいけんぼうさいたいけん

さくせい

さい ほ ご しゃ かた いっしょ かつようがくしゅう

自宅で学習する際などに、保護者の方と一緒に活用してください。

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/static/safety/bosainote.html

4年生 5年生 6年生わが家の　　　　　　　

　　　防災アクション
ぼう さい

いえ なか おこ とき いのち き けん

ば しょ さが うち ひと おし

おお じ しん
　家の中で大地震が起こった時のために、命の危険がある
場所を探して、お家の人に教えることができた。

とき やくそくとう げ こうちゅう そなおおお じ しん か ぞく
　登下校中に大地震が起こった時に備えて、家族と約束を
することができた。

ときいき けん ば しょ などつ なみ ひ なん かくにんところつ なみ
　津波の危険がある所に行く時は、津波避難場所等を確認
することができた。

とき き けん

ひ なん

ち いきぼうさい

かくにん

さいがい

ば しょ ば しょ

おもと か ぞく
　地域防災マップを基に、家族と災害が起こった時の危険
な場所や避難する場所などについて確認することができた。

ひ じょう よう もしょひ なん

かくにん

かんが

ふくろだ

か ぞく はな あ
　避難所でできることを考え、家族で話し合い、非常用持
ち出し袋を確認することができた。

ち いき かくにんじ ぶん
　自分の地域のハザードマップを確認することができた。

か ぞく さくせい
　マイ・タイムラインを家族で作成することができた。

7
ページ

11
ページ

13
ページ

17
ページ

21
ページ

23
ページ

25
ページ

き けん み まもおおゆき かくにんほうほうまき

　たつ巻、大雪の危険から身を守る方法を確認することが
できた。




